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Te"'~ Sb-' ヽ 5 分鎚 I, ;!" t象 V ンケレーシ 9 ンスベ 7 卜ゞ 4- 9 - f p線スベ 9 卜＂メーク

ー 1: ~'),.. t象，p埠、内秤阜i埠竜ぅ苓.,エネ)\/ギ｀―＂ Y ヤ~., J尼丸，叶，句的麦 4t t t戎'1 足

す 3. "片e.’` II9Te 早 '’`sb ~ "'s.... .,よう 1二 Ii項 1 3 ＇て＂註核ネt.,共 6., 1 1 改＇）た 1
ヽ』 3.r`

~. J:. it., i亥反応で 13’',Te の 13‘‘’` 919Te り-c"も庄 A‘33 バ，半叔難り、‘.. »、 5 t店＇） t'’1 3 。

l;i...純＾序 I ....,無il!.泳．L.、うり子．i9,1 f紐スペ 7 卜，． ｝ーター 1司，t{枡 1 つ< 2 r, り,,,,t,-平

て 1 卜 a t., 1•• あ｝． 3 て． Te”;• シヽ、今 r v 溢 1 つ く 3.: t ,3 9n sｷ `‘’‘屯↓て ，， 3 い‘·, Sb 

9 ヽ 9 ,, t .n 輯： o;· •• " • 1 :.て. t I Sしヽゞ v· 今ソ｀‘ンt上i , < s 3.. 1 1 卜，a" ， ジ｀ケ‘J..../ t 1 引

、, 1 Te. 斗 I 袖t 1 3 : t JIr 可『t t••あ 3 t只z.i~J.こ 9 t)り¥ »、 5 シ．．＋ f• V 抽t,、

t)分栖 n t i含 H 1 r,, 
a) クーケ．．ー／ ｝央 It公• I h•• TC 9 ジ・り 、）＂ン 1＊出

:.ニて｀ ↑i,、 E }} I 9,1 人 1a.... i'J ` ̀..,1 ;t.,二tて．．らJ.
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ii) SI, n 3M h( f., H U.洩iたて" I3 加＊令角｝ヽ '!., P?. Te 1 共；た 1 t a こ t. 
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~ ;,, Tヽ． Te 11 l, M HIJ森i~ ¥ n.、｝！了 3 :.t I ヽ

t..1 t't f而．、社一こ卜 2. i L う 1勺題姜 1·· ち
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3 M 比f I ヽ l u. ``こtぶ＇芦浮，．．らJ. ¥ f、ぷ，

't油し• 4 3 n Hu 淀液 »9 i f了，Jっ 1,. Te っジ｀ヶ

、i‘ン，｀ 5 3 ゆt,, 0 ，ゞ MHU lけ辿ぷ贔迪て．．み 3

ぶ． 上tc " ̀1 、わて｀ヤt- tえ’J "。 こ.,,杢 9 袖t,

卑.; ih f'i CH U3 tiさしl" I '1 ジ‘ャ・J.../.. ]虔沈

浪. ·1 つ＜ 3:. ．C ，、占，て袖‘,Jぅこ't `‘..て．．をJ.

、 b) T~., 水祖、，遥jと出

I 翡， 9 代 '1 免，｀ `t Te 9 ジ｀ケ ‘I｀ン准 9 1 iて、よ•ヽ

ぶ， P 楳ぞり絆｝i廃電＋の 5的足., r~.., n,1, T ... 

t ＊樟ヽ立沙出し，逸自 1J ｛千． 1十 9 T‘`·· 弔格 I "t 
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合底i;.tヘっ Ir 3 ，泣弔；，ーみ，J. そこ 1‘・f 2 頃，、
手 1 ；ぅ T↓立坤む 4 え況t乃とfて＂ このi it 

I♦ 、 Cu て Te ぶ笈 ·B 1 1 ")  tも令，、ジト｀J‘‘ン

坤乞t 11 9 うてい、：＇え，｀ g 1尺ヽ~,,玲t 1 k 3 

Y いう予係，t舷., i：；呆t応 Iり＼ r̀  i q て｀・ら 3 ; 

ナ L 頃 o #1(`' 系叩i f皆t'迫令＇1, 屈f 1 ンt P令．

く.,,.今井 TJシーヤ ‘I｀｀ン洸液t }月＂ 3 のも c.. ~ Te 

＂抽と 1t．訣，，ふ，＇さな’1 9り l t ↓のf.、 こ" tぅ

,、 1 ~ I`．．終長． 1•• q Te の 1] •矢 11 J!: V―な・'•こ.,遂

抽出ゥ i itのり与長，1 位!.., i稟，iのt品吐中 I｀ふ•＇)

Te. -Dz.., CHu3 1r̀'2 C佑如た , 

↓注岐t n99 り(i'EA,3 は差，令ヽ'~••i")

• C心．， Hu i約1'{ tジ｀幻＇‘レ'‘”’マ c. ●、一
.,•西和1'‘ 'IJ t;"//19 l.. J 

•-
ab'(Te+ ~,tuss tり

l 幻ヽJ`.;, 9“ り！冬浪 1·· 遇 l'I ~ 
c.. t戌ち

• • • 

or,. (Cし）

勺・ (Td (Jヤ］．（い）

凩‘せj:. 1‘／，効衿 9 t．．こt 1ーあJ. I tぇ 9月

以.t. 0.)'< I,) ,, &;べ.T、投*,- Sb... t...料た 3

で•• Pf. t t k 7 い 3 ・、が 1り赳 1•• み）． 予係•旨聡て l t Sし 1 } ●ヽ 5 も’希 1 て<t.)'l,)，，拾if.
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A 4 ペラジ｀ウム ターゲットからの放射l、生銀の令饂

日本原手力辛業

従来サイクロトロンの lo~”「 MOV l1) 

プロトンと照射 L てロジウ包 Iヽ゜ぅじウムの

枚肝1•生同i碍さ製逹 L1 4ヒ母欠魂t行なって
渕定用枚いい．たつく 3 実該を行な 9 て来た
カ‘・； 今回 1キベラジウムtターゲ．．／ト '<.l'-.

(r、 3 '1'\.)/ (. p、知）及た· 1-. す）銘の放記咋l i立

昧さつ<.り 1 才釦李を力口ぇて化免分魯い行万”

化学的にも枚船胞的＇こt．を屯玲もgr<. 0)す精遺凍
tつくむ研たも行fった． 目程t l F.紐 la :i..

り半衣期ぶ /0 げたなりも代厚操i乍さて＼•

るだけ拉時 l可，＝ T 手いわ去t :r...夫(..、 ほヽ．．

日臼9 t迂す 3: とiヽ｀ 1,．をた．

ターゲー／卜に用、、た Iぐぅi,‘ウ“｀で全為淘粉

“巷同位 4和訊·のもの． サイり口ト D ンに

下鳥光

表 1 ，ぐラプウムターケ．．ットか s 錦の分絋

(P4ターゲット〕

(T合：｀；N：li.)NO3
均ーシ客森

こ（：窓:.(Q..)
r 

（沈殿）

A3|：戸過
[A}放街維弄、J

とるプロトン？．＂t=t'~核碕共同利用度雄、ゥ物復ゲ IL - 7゜'-:.より行なわ中丸 9彗す l t,_ 9 ーゲ'

ット 1t 7 ヽレミニウ々窪q包1)、 S ヒり出し，オ且1寺t t.. 1.鎌ぉ·ょ-v:·ロジゥ u t力0 ち也王？I（ I=

深角手さ七ヽ． ターゲ＇ット、ぐぅゞウり 9 告により：忠絹.'I科．桐 11=や＼累 3 ｀う金4,,だり？ーケ＂
.,..卜t史全ド湛峠す）ぅ It [t唐丈 9繹易て、 8 3 . 歪！三ォ<. I= i.もヵヽ l 1 1年ら小 3 浅i仮 Iヽi党赤、匹．色

t•あ 3., 1.·~ Jーゲー，1--の大評介t浚｀‘l た B手 1二i冬i~/J..."\. {t~ L i>,.ーt ,l f含を，新＼ ｀、王 lk t 

加豆免泣l. i額↑遣i乍t行も｀、、微音り子シ拉釦卜が3＆和 L 万，9 :.t. l 瑾から 1. i冬i致t l::'’ 

ーカーにあっ"1,水,.. " L、屯叫i席度t T ゲ，かつぅl<9)< iる中，：勁叶却星し堪直疇
の；佗栢とつく？． ば晶ぶ克令食1 衣t 3 のt 1寺 7 、 h" シス製令誼型シト過忠で用、・て戎駁tシf

さt.l:. l: Jiっlfi a. こ＇方i石t'・ベ・ーが凜おじぷがンてさいは直｝板胆導冴．tっくっ丸

9 -'r̀ ·ットと加をさ淀斜し均ー漢i孜t得> ") I-. 3 分、 枯知I＜ン令 L... t且fこ豆r` ^ 2を股tつくる

") 9て2.令， 矛過t行す、、沈殿t和(t.l:. IC 防つり 3 ")に2.分、 合計？令向さ要す 1. -Irイク

t:1トロン，運車ぇt停止しft g年令をJ7 L 9 ーゲ・ントで耳て出し以麻向か 5 ノ カ｀ンて、さ尻チt，キベー
？さ怠スヘ°ぅf-.. i-9 - l＝かけig`1 定t Iす c· 11i 1 うて｀に 10 令し・人内 1｀行ち) :.'C.ヵヽ”可朕 1•• あぅ．

こ 9 可免 11-兒京大学原和核研免析位エネ Iレ千一芋叩憚紫雄の一毛p,=t品力 l 1 行もった

tの 1•• あ 3
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A 5" ニ蔽杞テ)\,)\, 9- げ＇ットによ~ I -I 3 /の製進

日本原子力統祝所 正本央た天野偲，茫初妥矢，

K, Tau:r好［せの他によれば’I -I3/ 1よ二顔化子）し Iv~ 中惟子照射 L たのち、 9 -ゲ’‘ゾ
トを加熟 L. 9 ーゲ＇ットの食和晶の相転釦畠祖の々々こにおいて径あて効帝よく I -I 3 / 

を早華分紐 l う 3 と述べ＇て I I '3。
ごの乾が知t. I - I ヲ／製逗のたわの他0) ~~ (チ）し 1し酪：; -ゲットによ這留須

＂子｝し Iv 9 ーゲットによ弓酸瘍解ー蒸溜菟）に比し．綬置ならな｀ l連和噺便て’'ぁ 5 :: 

とみよV:.'9- ir｀ットを伐 9) 返し 1更用 L うること事の知l 妥をもつ。 しかしなか‘．ら• ;;,.翁化テ
)1,)し直紐ラ鼻度 1-::.,,, いて 1ま楳庚の丈猷｀に 1広祝哉｀がなく、 位邁の作叢妹件咲足のたが：：： Iょ
この没から液術す 3,,.) 要があ 4 た。

"1' I広精襲遁担を屡 1<: す z :::.種の:::.酪仁千 11, Jレt用＼ I. そのみのおの I-.::: ，，，き鈴『虚．
祖戟衿環祖，，検討と中性手照射いやた二疏化子ルJしから毅智ぅ広により態迫 l た I -I 3/ 

の回牧率との関係ゼの位を夜討 L T-:: (/)てがその娃果を程指す弓。
1. 実験なら必 I：：鈴泉

＂造澤討：町、 X 綿同折~ ((le—厄線． Ni 74 1 し 9 便)fl,竜丘ぢ 0 k vヽを知 5
mil)により， 二種のシ酸ィc テ，レルのみのら、のにゥ多．ヽ愈処涅を施ざな 1) ものと一旦 600
°C にf111 ぎ~ L たの，；；＂にまて位置 1 たものの:::.穆 1:: ついて X線回祈（町汗クを求めた。．約処理
を施ざないもの 1れ召なに艮，た桟雑な l碕 l釘形を示し，数稚ti)蛉品の瘍合勃て．＇あろうと序
土りしう。 ヽ0 0 °(!,て‘'熟処理を娩（た鳴合（広 ークサ丸評Iがいfl.舜 6 施ざない鳴合と一紋
す 3 m形t元 L たか＂，位方の虹 l心愁処達/-::.より受化を佳し＂．知処魂応の叩形 1よ．吏化を
示ざなか，，，，た鋭群遭砂と一敦 L た。試料，，＂山“",9て入れ 5 と· ;:;.蕗 4じ子 11.,,）屯
』にあ‘tt 1 桔釈杓 1よ 1、可逆であろうと序えられる。‘
相戟杓温霞の柊考す：柔差熟錆＃該も用 II て相恥杓の須熙みよば‘ゼの痕差を棟會f l た、対

照と＇l て用 9 ，たti)はア 1レミケて‘•あ 9 た' :::-種の叙；料·のうち熟処理前伶 1くが 1 て X 絨 I曰祈
的の要化 L たもの 9：：クいて 11,. 明らかJ<: I 5o，え00,“20，ク90°C に転怜長ぶ存在す百が＇
柁方には転位羨 Iが存在しなかった。 また＝疎にわいレの融長 1く 9 1 ヽて 1広．鶴樟の表中 l ：：そ

蛾確な環崖が＇よえられて I I ないが｀・ 実、貌の蛉景ヽてよれは＇すio°C 附近．の‘ら 6 夕0°C 灼迩まて｀＇

＂苔咎広ぃ，＂筋明て・肱解を起 l て 11 百拿がた L かわいれた。
I-Iぢ／，，軍乞智．9 .J::遥" -:::-.種(/)拭穀を愛池 l た一緒化デ 1し，V蛉末（／00 ＾ス00 メ、ソ辺:i.) i 

.:a本原子力筋覧所 J" RR-1)庚ち沢｀田惟店照射€炉氏照軒は中性子寮幻がIO“n/

呼9‘””粒L 牛て..1 日がf l頭ゼy 8 I叩逢銑（て行った。照射蛉iイ食＂訊｀料 1なた一
ぼ lを減表さゼ 3 （＝た分な時 l旬（炉7 ar$/) 像和＂放置 L た，，ち， 一足音 e 石庚ぶート
に秤り＇取り愛気炉和＇~.l て I -I~ I を留幻 L あた。乾智（1,. :z.o O, ケ00, l,OO, 700 、

jo O 0e の各？畠度に於て 7 麻 r叩和 I, I% 厄HSOiぅ鬼液を底oHぅ磨末て‘`pHt~(j 1-::: 植l節
した吸岐旅中 1-:::. 播＇原（た。吸し知灸11, I 蒔 Iii]与/<:を検（て‘§出 L たエー／ヨ 9 の放肘惟を須Il定
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L た。 I 呼（句令1-= とり比 l た I-Iろ／の各フラ 7 シつン中の I -I ヨ／研t年 Iな． 制(-::一球化チ

ル 1し 9 ーケ‘'ット /C I< I ~祖体と L て昧如 L て殺．堵頃青製（た化岨 B遠着その他の桶｀正を加え
＂れ＇料を桟嘩と L これに対す 5 e 分手ヒ L てす出した， ＂を杉景 1,: ~積切ー額化オル Iv 訊＇
料とも全く同様の傾向石示 L. I-l3l Q)岐年I1 麻訊紅這か＇’ヒ昇す 3 ととも 1-= 噌 L 乾笛逗危

700°C 以丘"Iむ皇允によ 5 増ヵci 1む余り認められなかった。智出 l たた（ヲ l lニ，，，，いて Te,
As ゼの他の不統物の検足をも行，，，たが，検位ざれgぃ稚危の微喩ぜあり，故炉畔 bS 梵度

その他も使秀て’'あクた。 しか L はがら I-13/llり℃年とあ 11''1 ため苓智環環店高くす 3 と、
脅気炉内て｀’-:::-蕗化チ 1し｝レ 11:稔解 l ， その際 1まな（よだ L l...后疾ぶ'-卜 E4隻喰した。

2, 総祐．
精隈遁移を襄1< す 3 遺の二翁杞千 Iレ 1 レを用いて移品性．ならば 1ぢ碩載衿澤．度,~がヽて於

m和ヽ， クヽヽて｀9:. の項心料石用いてキ保子照射を行\ I 11'0Te(.n.r i’七£→／町'r 誌を生
径ぜしめて'’'r を製造L ，第智~I吐り I-l ろ{ t国応た。その店果'::::.翁4t:.チ 1 レル， a粒稚
の炸晶心紅h て＂あり， 租転衿も存在す了が、 その柑転箱 l広不印迷のものて••あり＇ ム 00°C
て‘'熟池食をm l:.花阜鳩 I1往らなくな 3 っと全知，，，た。また中性”"”f和9 た項臼
Jし 1レ 1-:..;? いての紅試釦｀は畔利邊してt-1'? I の放出が幕易となりヤのため 1-:: 牧卑力1"
清すでヒ lかなか＾た．吝唱 Iパ冷Iこ？釦度 1-::. のみィ衣存し， 蒋 I'-~ 翁4じf IレJレの融和）、との環
危<`'“虹年 1ょ？磁 I立止II ー定した値を示 L た。 また留盆 I-Iろ l”純なもを釦紅すべ‘ぎ
ものて＇ぁ，，，た。従，，て:::.銘化チ 1レ 1レをターゲットとす 5 I-I？／の製年（ゴ叫て lょ乾省環席

をあくす 3 ことにより国牧年を噌す：：とが出束， ：：：酸ィヒテル lレ誌品の祖和衿↓~Iー／31 t1)昇
葎 l二 (”"1係ずあっっとをたしかわた．
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A 6 伶スペクトロメーター用心畔射釦吋試比繁麦
紅絲：臼紅和臼舒 （辺、な三叫呼雑パた者在嗜糠

止立しすイクロトロン吋 3 無祖イ広私和・裂髭直知一啜~.\1.., ~沿い府浪し
町＞デモン9 -y . ..,, ~ ~、澤函2 ウ、｛．し窪 r i絲尻t行） P。こ«碑応釦唸q目
約吐訊縁咋奴‘1fJ Iを消峯rり式t雌 1 l r1-めの、｛紐1 つく 3 ミとt｀月り、t tし
ザンテ屯ン 9ーグ、；い細｛本的知;iら、を叫射知和り公すこtヒ、知ば、＂の戸
スペ 9 1ー／v 叩磁t ? < 3 ミとり二 9 直灸にあ 3，愛畔i燻., ~ YJ、も a妙 I'2. 7 1/¥ 

畔、ミ圧ベヽヽく？かのターゲ｀、7 /-1-i-?ヽ｀該戌廷 12 tふっ船 I2化多分紅斡
aベシロア-:..f毛ンターケ｀アト1', s., 今磁ド 1 \,l "Z..遠告幻砂げ叫印、令展i尋
濱髪 l2.... rげ、街虹的釦も今tm1 渇't...、t這四輝l す 9 か、あ 3 、 9 11畔
を加え叶恥·沈釦て応口 3 位し心く．低吐パ—”＃広鵡·和燥電み遥l
足崎え l 11 臼蔚叫訊叶島 3 こ't.. “`1 かI...I,9 。アうアモ｀／ ？ーケ‘`’卜公；紐i知｀ヨ
う受、名今撫L. 1号¢ぃ疇卵囁碍樟冷厖文屯るtいう噸ゅ翫直l知つ知ぅ
兄心和がI)心樅名f 3。
幻衛珍“-z.. “k//9ゲサイク C 卜t y名が昆 L 四、IHeVの d粒ふt印厄ター
＇鴫l...

炉卜やiq度り？？ t心知ミ丈豆勺pメ0-"' がインつもい、 7峰づ文雑鈍矯
釦上一＼かバ｀ぶf只匹9 ーケ＂っ l- oi佐‘羅濃｀衡象峰。比ーム覧か /11tv/砂釦
ゞあっ伝和釦復、‘‘‘ン9.. 1-. ~かし……パ和り lf-つ｀し、イ卓釦 1 わしてち

` アンテしンクーケ＂｀9).. から，，ョウぎ坂船記痴伐り組厄窃釦幻しい紐
記釦し、さいク叫か？―'1いアト＼2 っヽヽ .,_11 心.,__之応9 < ？かの企！z.',、演
もれが豆紅叫碍峨；小在 9ヽ？和憩豊也9- j'-,l- 1硝醗ゞtかし命引も
恥？かお、饂和魚易叶るりかい釦紅 eQ氾鴻和V\ 3 "'ぅ復ぇ
磁1今たよ．宴向かい叩/fiバふ虔叩り l2 止 9 E。免麟直幻 IV い）
9 ーグ苓 L 心渭ェ＊1 \,りi戸紅臼玲食tーを泌I < 3 もI/...,;、ヽl~i))知
ーグ・7 卜»：鐸アンチもン”’’の1ベ一度a蝉しよル砧q小 5 分き 1釦げ
滋直咋，＂‘t戸戸這峰＂‘}ヨら｀t贅、組1”'吐鯰した。饂虻：
記：テルレ0)ターゲっ卜 rヽ ゞti.., ｀｀ 1 行~ ~~ ~,るJ>-.`、漫マンが穏1J I] Ttゞ戸一度
J.゜；道如で、後mt心遥兄文 43 うか‘が、アンアをン」がりしわ 11星兄
如ゎ知紅）這＆虹う界く n,、企ため lぷ底L た 2.. 、恥す道緻f-Z.よっ-z...約 3→
ばかいミしt兌出し、終あか衣眺i知1乙｝ ？？釦砂湖碍 T勺
募訟亀2. 1-'..アン，＇もシがり I府 I,_つり夜ぶ知暉町阻凌釦ふに、伝わ 9

9 f1 心、ア＞ア毛ン湿絲紅、つ心ふ蜘埓ー詔直心 rtゞtいう｀‘ろrg島
“"1.')し I '1.j姓わが亀虹ig磁知始かが 1uえr;..もの？象直ftも;.'t... l'\. えら
ん釦戻愈愴（や lf次のよう可予 r...。 アンテモン1ーデ、フト6叫） t”04o ガラス渡
＇彦場っぅ炒にいふ｀口0)が含匡 30ふ中鳩tがL 、 ガ’ぅ虚叫つるいふ
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輝髭笠幕上"l,\)3や少い加竺妥怪可:i • i沿幻少む和入↓，ぅk贅印 L遺‘験短
か内 l？幻ス知尊ぃて苅集l. T、応I¢o°c ^ m珈かチゞ芦3 ぃ{, i砂ぶ癖姜ず令
いが、コ噂ら＼名＼呑t /.... t｀？パ、ヨらぎ遣（紅む晒J-t象 L.,__ \.I\')ャ祖かい。之
ら 11 品枚があかつらit..,—且i屁ぶとい、て↓な 1へq i臨狂 Iザ灼郊ば砕逗年ヘ
競化臼這免ゞいサ｀あ l. -2'.夕 1汎認tあ，”と、1訂0幻我念い滋紐ti必幻 3 : 

ヅ‘出柔 3 ふ、日か寧c蒻れlキよ文＜炉み．

f)鈴輯への坦担知ぅぎの喰為竺釦わうぎの坂射和ぶ釦表五→及島す 3 ミヒ
t見出し和り也ヽ小t輝 L ふ嬬％知p .1．知、べ 7 卜り輝源汁雌1 3 こと公9”

和屎き瑾炉ぶめ 3 Eの‘‘"か鰈2 公、よ 1巧V\くつか令 l甲 lでついて紅した。
的き心いいかり心恥知．和m、？吋ム(t'\,7炉）のマイラー記J;;.凸屡
”)~1'2.エフ 2均心ふ直t ？汀 T-z.t。t m た． A スペク l、し｛疇n れ＇今
虹二の仕？之.,'~イラー蔚和2 ヽhlユ．あ 5 かし｀ h切蔚し、ふビーつーが均炉／04
のヲうま刃律訊譴し逗紅t粂嘉之バ在。｀平藷テストさこ 9 原伸心行,-r;
如i農放孫む｛豹却逼知吼、以千，＂知炉在。バす 3 ヲ刃衷惰詞
が、豆、灌氣t知まま 1...“1 碍し 1 紅しい＼凸為ぶ見がfi "示'.,そ-t,. I..,_ アオ
詞ーダ~ 1 パーtン LI叉且生噸ソー汀球t畜がり年令べ"ぃ恥 hT石
むミりら．菱配か芝 E が）まばらパ望亡、ミト→星元文い工にPf.'勺tm
屈ぇ＾吸潟心ミ｝屯の直生匁-s.叫為9含り液Jも'l.. 9 M '1., \4、 o,I~2 叫，，可れソ→"I
らヽa／心註祖ふ況Iもtつい？研和い久かを嗅ロ，，ち彗 7 し刃
1屯心びQ tんゞ退ぷか‘恥頂紐豆、\\ -z ¥ iやり…嘩知す 3.::. t云わな9 fミ。之f I逮
贔が却釦っ \1 匹、 Oふオ紅鵡配遺恥—ダず、 2ぷ心釦豆応如／€汐
a 湛度令9吐たも"l ('1..つ＂サ免験し花ぷ いつ"'t- ~ 1枷い、函ば、、お令凶凜\.. ,"\,、 1魯ヽ
ん'(,..YI/以J I} むみ””し白いた。汲ぷも呼向的知 17.つヽ I "1-1-f._ 砧瑶生哀琺醜り1
I”‘ヽ？加心， Ibd雑代（ぷ？炉% I :2臼叫(,約？0% 磁射りもが9") したふi.. S < 
知訊峻が必渇りも冷わょ） ＂り直恥湘符さよる公）月いた舘暖
の念板的麻澤り氏め l？かく 11=-人 1-1"1Jふ庁＾租，
伍屯坪か知り I1行った。i房磁腺，・知t 3 をl恥｀臼疇孔疇 sふ L.,J,
じつーヤ凸 9 1,I 頑生可狂y -ダ狂 9/ %Jオ蕊蔽yーダ麻液 I 、、あt加え？咀叩
}. 戎，，うお＇つく？疇恥いマイラ隊t液中叫易し名つ昼柊戎置｀液かり雌象t和
り出し"\.水茂復”戸かり“L J／レミq友 1テ砕叫りフヴ--z.. r t翠入ょ?卜 1V“蜜知
伶つこtぶ 1... t 3. 

S) }”) I必I. 4 そ、＇ 9 -ゲ 7 L 遣、鰭，収辛珀／ん外心，担受？＂m. 灼手改11.
牲'1.. 1各、国、及底J,手名政船｛9- さqァう砂？ー巧い、｝惰紐心抱i厖訊製も
釦辺冶豹瑾伍吋t沙"1,‘あ 9凡辻睛文臼れを加令元のp謀廂峠為 L直9
るぇダ約7~／←2 打うかと7->\ i L てt目的 I29ヽわ豆兌穏約mもの"1..`あっ元
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シングロサ 1 J口／ーロンり？多j- e I刀ぃ 3 タリウ 4 平00 バ災迄

渕太 核研 0齋藤ー丈ずl為9JI
宮，の ガ（表大王里）

且
1. 』二士'z'. I 1 r紅コ広グ究 I: In ぃ 3 目りz." I 冗ー,2 00 (T＝叩）主知
沼，で，9：f克（た。ミぅ冗！，；ま下知紅トレーサーと（てt有町であ l..: ~製凌］二／丸全っ

ダー T ・ぅ l｀ ｝ぺ社ナ（］＄ガe ア）て，呟．9甘！ 1 {有知て｀、お 3 が｀，夕')ウ 4 7 ターゲ、， 1、と

L 1.,. (0 lfeアf£のャャ，ちt、エえ，L f-mぃ疇 I ノ生ず 3 房唸辺 よク幻村＇が｝
のさ ln ぃ 3 りが着ょv\.こゥオi~'?特色 I古及心0 3 ヤや長ぃりか伽 I て，伎っ
灯叶祁 l司危叶し、、分紐ず 3 二｀.:. ·'"よ'/ /、口仄詞二 kt葬'-応元 200 で裂ミカミ
`l が｀て‘'を 3 応，て、あ 3 ．令，二吋す 3 （d.,ズ?t.) 久瓜て‘`Iオノ 7Z っク／， 冗ー／グ9 広どで 1F)
0 1.、心パ（む 3 欠点があ;;.

ーがい！紺見（ E． c.) ): }手）ボ・っトアトム効果，ミ→,,

:::.”呈過税t 之0゜乃―-E. C. —→ユ0Qた―-E. c.—• 

九拉1 ク 人0°T£ 9 ，1・・フトアI-ムのみぅ克，2 ／拉』日出記：あ 3

こ I 1 ／全（か尤f‘之§れていない．

やoli('や）t)遺勺
と差え~/4. 3.

え
吝• 9 r 3 

シンクロサイクロJ-ロンのf易-J-iたたよ 3,！？対 ヵc 芭） 1` ‘コ 1· よな••ビームダ’クト0)'ヤ I::

，，j/t.`、危汀足索") ""t" 1 、クロI-にン (•L·xe4 E砕e -nc/j) cf)t摯t /夕妥なiた
め，しンク，ユナイク，フ l- 2 ン (E吋denぐ1 がみ四む）叩井；’/なクーケ’`、っ卜戸ステ A
が、、〈平 1.、あ 3. i，戌｀哀§て£/ I::.. 、デ、オ·

ビ‘ーム

I I 
j I 
I I 

--·←-L—·ー·―-—-
i I 
I I 
I I 
I I 

I I 

rcm, 

——-—-—·—- I 

l 

A
 

ピ‘9 ームダ｀クトの中年，： A tい）ダーデ・っトボルダーです？入（ こ水/:姪妍·型、のア Iレこ＝ゥ

4如立こ 3 ． ：：っ枚 1:1 -J._ /0 祝勿 X /3が処 の穴があ 1 / この奇噂 I＝ ／ーゲ｀・フト拘釦

入ふi. F/1 t`’ームdj J~, ~,すこ碕ケt'I/4 ，恥＇•あ 3 か 5 I _:ヽク） ？ーケ·｀っ l` 1::. り

訂抒！はビ．ーム、尤乞ニクに 13 丘｀、さt..,てt I砂ル‘Jメ下てあ,/. 砂カァ Iこな 3
‘l 贋i中 1．のエプーしドー怜火 9大守グ（か 3 のt ‘`I チーゲ‘`.,I· 約’俎？ノま今,,:↑要が Iヲt、ナ
けi 3 ．｀尤全，＝ 1ね之：べ 3 F I す改セ.:.-今メー}-，レ“)夕＇）＇う 4 企んで代§:tオi. ：：：のケi云
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臼タグ．ズダッククーケ｀‘っ卜dJ炉t｀が｀ヒ 1やh s‘ れこハ 3 のて＂） = 7・パ｀‘•一の主た Iぢナ
m·翌j（すこふ下守夕でなグ 3::. とがて‘‘さ'l. 手t:.迅令'"士...,て，ナ＝社5.!人.1:::. 9 ターゲ、っ／•で

沖入す 3 ＝し｛万涎疇 I.
戸ず｀；技天応，t士'<. I'( .:ZtJ 3 だ（／ヽ4'-/Jt.. J,;;.o o召 て・ヘ．

3. 心李；；3 鉛祓 翌伍＃ク、／ウム今厖遺巖＝ ；糧‘幻．
ー、-へ—―.

冗塁己Tf-十（＋炉）土 Fe(OH)3 ＋犀鴫ー紐＃
”2 f C か` H)3 +が（町ュニ詞し乃訊謬I夜三ずパ

マ9#

エデ豆層（たり

四デーテり砂〉→T,e*（い；；＜ ＋ 3) 全伊f米 ，．，寄奄竜がなど｀

し疇(tN'H改）冗土（鴫ー一→く l) かえ（ミ 1バグ
+3 りタリウムが‘¢ｵ 心曖渋i夜ヽ、 5 エーデ’ぺ絲t"キ由生、t A 3 ュt, I土）証直IJて＇命 3

が＇）店Iば摩み中で'i:. l ヽ｀たタリ，｝ 4,澤遣雌1 で l日レ乃(t tェーア＇レ,~ J: l 土沿万死

であ 3 、こっす汲 1:. む厄；茨，、化・応隙玄，ー和か手ft],,- I Pf閉メ下であグノ灰きら
ェーテ＇レ，·-よ 3 柚士、 I iエー〒，L I')直出 l [ ~めこ：：＇夕 30 クJス勾 r認了すぶ．

応（司；豆 1,f- f氏軟叩峙令 9/”らノが、~c>/,戎ヽ2凡なり噂喀 r，ナっこグ‘S、上
硫輝m 1厄 It‘／ □ わめ l 疇應詞的知J..... ao、° Tfてう I 二℃仄．，·'てしさよ．f

た.;i.o喝丑舶 2／公tあ 3 グ‘ら／ク～ゅ祠約t I:., 1碩ぅつミ lレ令ヴ｀で
く')か之す二ti••• 7応窃 3.

#. みヽ゜刀 叶｀＂J}--アト4_ I:::...., いて 必1t鉢｀追崚疏浪、f t`’生戎＇させた心万ち
“づ｀I 7l'”り拡涎，2 あfか 1遷疇ぃ． T13t,t r墳が紅 l /= <い+の·t"ノ｝訪
瑾し’↑ Iく和ォJ.! ~ I ,,J.- (知＄れてい 3..:: 1殆‘危で， L らへ': 3 ため／こ／いくっかのテ

ストt杖‘サた· 竺
^) まずエーテ，レ中 I羞在すt過叡 1:. ↓-3 舷疋＇’店い小了が＇ノ尤／主心坦陪噂り令

いて知出遺｀みても， r吐季，＝姜 1い方V'こ Y ふ； ／：：：の足 I心しい．
k) 釦袋名ぉ、いこ 11>女↑ t拍出さ小f ") 2‘`.1芥存V. ;J)'(い）紐1岳，r, 元澤去が'

缶碍航｀危可認h ；小応こ‘('"- }')み心紅
C) 屈tかえて油出て行っこt, Te2t : ¥ •- 5 二＼で7,!,.｀定すti呼 lナ方 lA • 

叫t 5 叫：、バ厄てベ{)0 ?‘—- E. C. —今0[) 友：こ‘'生じたタリウムは十3 f如

A 1 > i鵡で'<.. ; m••9F 方ぃ”｀も考之;,-A. s.

ぶご互二畔上ヽ“，戸恥応て，＇勺秤え戊豆
n函足すべ 57ヽ ヘ‘クト＇しガ｀ス、 5 れた、
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A 8 年‘9 ぢ、よか＇・年” の与＝夕、M.eVまて｀のf友店、の界旋凡冤数の痢定

東大原3ヽ核f 日中重男，古 111 踏咽，店濶志年，八＊益男，天野怠

“．ァ． Pori/e.

1 、 キ亥反応祇播卸析の大めの一手汲~ l て，また核半狂 核0)率ィ立密度揮走の一方法~ I 

て核反応断面稜の渓虚 Iむ意味があ 3 。今回、が励起ヱネルキ‘‘ーが＇糸勺tSo·M eV 以下のエネ）ピ

キ‘'ー領滋 Iごつヽ）て Gr4釘，釦クfの積々のp反応の励起函数を測定 l た紅栗 1二→いて叙告する

。この令勇成の核反応｛よいわ Iクる俵ヱネルキ｀‘-核反応から嘉r ;i,:ネ 1レギー核反応へこ維移すラ

在のピ考えら土，双方の観臭から聰昧があ 3 。今 I釦浪1J定 1 た反応、 1.l;次の追，）-r:"あ弓。

(1）り（f'れ） G,e69，（た丘） Ge, (f) 3?)  6re‘7，（た五） Ge‘d ; (”れ）今‘'，，

(f’f年）ら‘7, (p,p年）今“, (”4れ） Ga“; (f’4 れ）か，（戸む） Zn‘ら
(f,ヽが） Zn‘ .2;(f, 3p) C“ : （I-'，ヽf？) &” 

（ユ）幻（f， 3れ） Ge69,I (戸在） Ge6り（f心） Ge円（たfれ）か，（ff 3 た） Ga勺
（たP丘） Ga6,.,;(fク？） Zn竺(f.,.2f n) Zn‘9，，（たメ 3一）乞n65 .J (f'ol.f) C“ 釘，
(f’c,(p 3が C“‘4
.2,照身＂：東原子核研のサイクロトロン C Fi. M.) 0 ex ter11a.l beam --.:＂五屯入射粒

子数は Fa.,,.、今 Cヽf l：：集めた雷蒜をi冠ef道or -,:,‘測って決定 L た。この方法が正 L り:::.

と 1リ統知の C‘ュCf,pn)C" の肋起函数を二の方法--c，`:II1 定 L, 条ゼ正 L ・』と考大；； ＊かが一

致す名；； X I：：：ょ，）蒻緒、 L た。

丁ar,e士として 1丸天然 I司イり心点をせっ Gaュ Oョ， I可位体凜緯を記を Gra?o3 ，ぢ’o3

（凜締度～ 9S'" r.;)を用い）ア I~ ミ=.,.,ム搭J:: /：：沈降せ七）ホ°,}蒜酸ヒ’'ニール-c.‘恒l定 L で

用いた。 Tar,e tの倅坊の坊一性1本土／0 % ど指定さ水る。

イ1::学介，細法l!'. L -(.6i-e 、本 GreC4 、＝よ 3荼窃法）年t古イ、ノフ°口ご，しアーテルによ 3 抽出

法， Cu 、よん (SCI\J）によ名沈舷法， 広n ，本年 Hg (S り M)4 による；•土叙法に捉ーブニ。各々

の元紫 I.:: つりて担佐を加えその収蚤、さヰ・・ダた．

放射簗測定に I·が穆々の裸準拭糾によって較正七れた砂軒恥釘山I絆品を用いたす緯

シ、，，キしーション｀ズベクトロメーター ，司呼卦也を和甫 L 芦‘肖城放射翡しの 5見1定装還な'l!'.."

を併用（た。

各か炉を逆毀した F易子のア＊＇レギ'- Iょ，入知舷子の士ネ 1し戸ギー乏虹知~ L て）ア I4,-'

ミニ，シム如I夕板中の士ネ Iレギ｀ーオ勇失を陣止條のイ直から軍出し遠めた。忍，士ネ）、レギ'-I=

戎ヽヽ-(,;t:かな，9 の技羞か窃 3 ど考えら＊る。

3. G;9、7<r,xn) ere*, 年‘”'(ff心） Gaふの各反底、1二ついて得ら衣危和起品数を次 I::.

示す。 まだ｀多少幽面積の森を知危 I~ 核打の余追があ 3 の< <..J,, 1 ヽヽ弘綸 Iサ起辛（ナ~ -;J1: (') 

(r, Xれ）辰応ゎ断面褪か’幻ばす 3 （た『年ユれ）ダ応，の新面積よ II,,ヽで、、＝凡（2）

(f• X？）厄応よ I} イ(ffが）反応の方がなIクfが考 L'... ＝どの Z浜心叉めら中 5 と

息、う。
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IIO 

矛 1 図ふぷ'i' (~.0』 X 江）
I 

I ←III1|l□□叩!|
初 50

(MeV) 

矛 3 回今”(/>, X れ）

叫珊呻皐←―
30 +o 
今 (MeV)

c“ と 'z”“ 励足玉数'"→''-cはク｀＇ヲアを省寧す 3-,$-1·~ 今69(P呼n) と“ヽら見、心

虚f(『'む〉 Zh紅の 2 つの灰た、の断面辞如In大きヽヽ＝ ¥と幻'(r9 メp) C4‘ク→匁起函数

の形が非源 I ：：平桓なこどは注目 L てよ｀｀と序，）、 S
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A 9 湿泉水守の和（の分帷足愛i幻：：つヽ'i.

囮レ文学溢泉屁茄竹 オク ガ、 屁

”ぷ朽い（り＂＂浅1-:がて 1丸稟、ウ胡iム氏のガ滋、八 9 江氏心走水村氏
“"が見られる。 しかしなから、｀裏＄氏等の方法''-、試料tそれぞれー走呼I"放置し
たえのを哀径耗国｛て｀放射知測定 l 、 そ 9 t東麦曲條を筋＂ 3 :: tによ久、 M、た8、
紅屯定警（てお＇）． 操作＃•項］やl1" 、 しか 1 紅析が犬変イつかいであふ~八 9 i,r...(tのが、玄
ィぐ，：、 いがオり出され 3 のて＂今韓が月オ今-t··あ 3.. iた． 未j訊のガ池 •lいが I肛斜 9：：：抽

出ざれ叫定ドか、ってい 3 つで'、& c のみのigjぶ＇ばなヽ•。

そミてミ灌昔 1;tが＃心う法 Iマよっ1.. Fo. C.からいを除去した．舒夕、必加I：すばや

く和 C、 &A t 1司特た炒出 l た俵、t v f A 晶凌 Iてよって、かどヤ< & C と和A を介緯す
っうiゑを爾,.た。 か犬食今洟，っ—~ J-:;:,,,成綬（坑科水りをIくよ？て笈 3 が、今か州

が 2~3 1＝な］租鳴製）セ加え、更,~、オ9 fかt (.て Bィ 50"̀ 4"印が l て µ,oor を加
ぇ． iーケソ‘｀ンク c 口いルムi紐 ZO c.c. (D. J (? t• 9'-y-;;. t fヽd C・ぐ、ウクロロ水｝しム 1ぐとか

ま) </,加えて覆く。：： h 遠琳IOO →joo c<," はやく注射忍にて知、＇,,がく 30 秒I句
よく派 l. ::.の問表加り臼苅 Ii t約年にJ2ートゥ以令”3 めて Rれを追出す｀ そして、
ぶケ、J＂ンク d にが｝レム柑l:::水iかかか龍 l たう、直ナ、C 、冽の 59C.c今淡！ロート I＝かケソ＂ン

? "'口が Iレ，A釦釘。（て<I) P ートにはあらかしヽ•め来届水 z(J C.c;.、て 9 )I屈岐ヽ4 (.c. 、 r

+ E ? TA 釦い，O c.c. さかえ 1 冒く。），:l t -t”ヤL.. u.,r "く 3°秒肉痕後t -tから、クロ
吐 Iレム莉セロートかう取冷＜． ンクt-:.、 ロー｝和残った水杓：：： 2 c.C9 クロ"'キ心紐
い派）、 し 11• 5 ＜放言し 1. "し 1 、1..~迂、~··:ク~ ~. ~';'ム柑がパt 1..力、t·：：
れt口,,. I- 9‘ ；函 h‘• 取演・、大枚．夕，／·ヽ．、ェヶ Iピじケオカル人！ 4 }-逸改~”“•そかえ． 史

1::. 9 °'っかルム IO， 0 CｷC.t hoぇマ｀ ｝グ I句 I l.揺羞した俊放重す 3． う 3 と、ク ’Z 口かJしム

柑とが柑しかか雑tて床］ので、 ク、2 ti ~/レム柑た”II t, g')ク今没，2 -l-に移し、 その

2、O c.c．も該伽 lくとって某脊杭）9 l た後．冷if tて12--,フ '7エン栓虻知波柑炉iか）立う

3 てt E 』., 1 、 松 C ヮケ錆定晋、を行？角

)‘l 上のす尿に• &A. KC の抽出ざ人たじケ｀ゲンクロロJt'-Jしム捐"t: E P 九 A ，，途，冷で姦・J :: 

と 1CS 7 1 . 民 A"'> 芥が・クロロ'Jf-Jレム柑 Iべ 3いわ‘一琳，ありれた。
戎 lこ． 試科米を 1/)0~ 位o ((•今か、免釦雑々麦l '1 ?..Cn 祁出を行？え倍v-.. t·の舘

麦の房が佐しJク・ 1·. っ．． 1 iり足を仔？ぃ•、そ h 絃床ば、試•刊水／90~ .tz,.c c. c．樟炎で ,1_ 究

t尻が見しれなか？ fて、訂ち、 i狂和条ヽ＿て 5 蒻湖．，，、J.上恢屈L た試·矛4米を和迫し同払I~ LL  

怜（を IZ-—ゎ •7i-・／栓叱茶Iーて沙）足 L -直')定（旬炸蒻判ic t東麦糾泉を外消 L て危りた I /2-fflに

初<. 8 疫敗しみ） l : 1 、 M．知劾叶パに釦反をi叩―(..た釦 1-1-.表 I の通，）とな＇）．J:,·.—

紋か認められた。

ク知． 虔f第のしい影K の湯ぶ夕 1づ、ヽ抹水糾も消迷と同オ厖1-:. l て応c ti雌う 3 t l:.tに

咋象1-: 訊·米をと'). 4 い］｝1 .l::幻崖し．柑和也応）料•水t)qーの日 l澤て． R` t”
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にあ 3 し c t求・め、 及 F I”阜ヽてい·て． 1． H・象効サ Iべ心反を沙），色して、ル・ R＂と細

にあ）い、な 5 kl藩水直俵＂瓦C り他立加‘~ 1｣. 

“県三朝遥泉にお·ヽヽ 1 渕免 L えいし凍灸9 ー如いが（：$ l --Ji. ：：の絃稟-r-,す、
侭直伶，， ~c ,t．＆し＾和勺遵』ぅ達しマ、，玄・・｛，，か•it紀吟＜． R｀浅知泊• tつ
91 11o.外1 9 低が似、 4屯tテす4哨（可にあ )1 が知 5 れ 3.

秤ぃャ泉祟落の場イ‘け．、 和 C = 239)(90 ー／D 一呟． に好 L て． R" ＝ヽクヽ X/0-'”…呟て”`

屈介、＝ °•37 とな＇）． 乎約がキ今＞メ 1 fあったしナしJい合 9 i易TI1. KC—lox,0-P 

C"-'...i/J.・ヽ知2/0XIO―”一久で．屁ん”=/.o 、逸くな．）．和”手街ikゑ I＜迫，，他を芹（女．

来 1

No. 

9. 

2 
3. 

4 

r 

ヽ

7 

' ? 

邸4) 12-,.,,ェ •9叩以

2.2 

A7 

IS-
33 

5ー 

表

泉允 泉湿t
かか•の場場如． s-1'.I 

吋ヽ、バ易咀督 J‘‘ 

出．⑳ e表角嗚 r/.0 

拭 場 1./-/9 

犬滋11J場 3‘‘ 
柊 r の湯 3” 

卯心秦
. 

“s.9 

Iし 屋 ヽ29

北ふ'."Lの高 クSt:/

2 

F…紅 I"^”必弘．

IDo 

ユ/0

ヽ/0

/ZZ o 

/7~ タ

応し！が＇゜匹吃ん
39 

ノsヽ

220 

I 、

2“ 
20 

23S 

2./() 

23 
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/9r 

,7s-ヽ

“KO 

Iヽ

3“ 

20 

ヽ ¢o

2./0 

gr 

紅／た 惰令
o. 2.$ 

ヽ•.ZI 

ヽro

/. 0 

ヽ7/ 瑯後JIクそ遂

/.o 杖杓娑古鑓

9•37 材沐~技 7位過

/.0 採和役／9勺超
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A 1 o 無根簡イオン交担む閑す 3珂窮（ダ）枝）燐練スス、女共体によ遠打
性枯税が今離

もに尺り翻阿究所 紺該和ぅl-..,応JL,井l:..尿

最山疇謬“"tl 乙 L t竺栽·復 1 オン夜：坦本グ‘面＃切松1主，裔棧さけに勝れ1.ヽ， 3 ナて
＂fい贔［い], I｛ぅう 5”“’ 粘以鉱蛉砺り1 止f切女棗炉tみヽ・ 11、文く）再如生
6)あ 3い碍 3 のり‘⑥1It 1 あう，兄iJ\ IこJ. L 7.-人パ知はイオン女揉即柑パ厄附す 3参
そセ府 1 3 も＂ t再連・l吐く懇，色 l f; 3 可註枕があ 3。何這姐哨が 1しユニウム灸玖体 I て

が1. I1 叶床1”qぇ,j,‘虜ー 2 瓜／ ［{di支株体て L L 賜いK泉が l• 3 (, 3 兄めら瓜 1 `'3 。
か如b Ii¥ r.i:主乙 L ti店./笠庶応国か直ボす 3 い紅ノ支オ条条t大を＜ノ紅巷 I•生，印攻

扉は，釘甚ふ．｝し卜｝らいセ虹知ゎ砂｀ （ふ A：鴫和牡行？ 'L ll 1 がか国 1マスス＂ヅ＇り
渥賛入し北本もい瑾可い心クぷ生入紛森表遣牛且力なとにつ II 遣吋 l 衣') z. .. 

兄り伐朱"“；了ぇ，
戸＇・2 位のスス‘直tわ月t') AUふ7りをいろ， 1 ぅ硯叶T--"t,''/3'坂‘したが速 5 Iヲ,, 1·れもさ

らざら L 臼細ま合（圧メ・フレユて，込，止すi)て｀｀兄oi l'J. 1."11 カぅム碓咋に通吊 LtIL ｀｀り 1哺 11 す｀：

いし乙 4位のスス••項閲心ヮ収今紛t孔之の固令ヒしノげ釦柘り入｀し汁＂＂ tし
ぃt

臼呆，ー針とし1., &(IV)/po,_..= l ノばかい戸 =A f，滋力かC 7,••改肛tセJa fi 1した吠珂
l こ一つ"乙み 3 ピ涌た、い，［てしった舷呆幼ら2,J卓咤吟碕て示し，秘jg笠狂錫イすッ・ダ紀年

ぁJ ::. tが今，セ．又久らに雌1．．いへ究（た女釦本t ?J<.ヤに渡復す｝ →米'? fH 叶らk な伶ゥ

ナ亙 l1l幻荀牧t示す。文、ヤit 9 心L滋応••大な又"-it l ~，女楳｛本t水、ヤ l= i受遠し仄ときい

示す 9k つ秤＇す＆和金'I 1匹釦•• 5 リf4 I＜心· 3 " ·紐6) M岳こえゞりを 3 こ rk心 c. 0•l·t 

~::‘介 1)羨？ tク“‘、•国｝ l` }:...存在~--:.;唯いい。ク楳湛t').J'(. `'”乙 om心:ク
りか 1 i.. 1'....-し L 討，紺， K+. (st, tlll <tす方'C... 9 ・パ，ぅ紐て行っ 1 わた℃ー 3 l＇孔も希ゆ
l1 ＆介 1-: 碍心jが，後にた••3 た‘. 5 と）t t.. 3/ <仁う 1こ乃 '1 史合，：可王外に交楳が，L1 ち

いが中tt四1." 1'J. !tJ o.Sv /, o吋／］のロパt布 1 3 ＝とが今，°!:'.. :x 叫 1,;- 虻生奴砥（分．
弁柑t司 1 ~2午）を o. J ti-H N oj ~いを'l. l t H+1バし、セ女塊油tL止さ｛ 1 こf r終牙叫
ほか平qぅ雌雇:•あ IIノが l r-:,印伯tt核礼， r糸¢ス＾~ 7 f-IV -tし 5 へ• K ℃ ::.. 3I 知 LL
似‘-RL1•(4‘3 行？ 1 l( jここがィ，衣。に°‘が怜 4 すン "'1} c• 在在 L 'L••'3t~如パ竺

の代知ぁJ.. -:2-"):...T づー 3 他心渇-1.>-, 1 i又ア即°漏t，出すンり行h t r~ 支 L 竹 3
1(_ (すぽ I 匹）がっ仇卑t••サタ呆生入祐ヮ仕祭が可伶t 1.あ 3 t忠ヵ八 3.
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A l l An ioれ Eてekan3e 13上伝如YS of /Ve守土un,·Uれ Lれs;n N,,ty....c Ac,ｷo{_ 

5炉{em.

e 本原ロカ研究杵
(1爵受奄名犬摩）

陳英戎'

陰 1 オン交材料脂 Dowex • 1 ~ If.] 1t 1 Np遭岐喝東中 1·• の姓慶をしウベ'f=。
Np乙し 1 J RR-1 -r'・座射した硝岐らウンを迎逗古訊づ告がし、 T5戸 l-0.よ')叫刃を抽生）
直 l た屯ゥえ）打サた． 今＆ィ'’t./rm),2 つ、'~ -r 1;/:: 叱秩的よく研究され 1 ゐるウ 1't,こ

心1')及1t'• Nf（可） 1-:: つ、， 1 しらべ‘-r-:,• 此のたむ、二巫年7 乏目的 I＝よ）厳化又 Ii遁えし

? O' 這媒抽がい＇ーし房，ふf豆状態停埼叱れ叶樹贔翠ぷ-1:: 1 Jf} v た 1 又/if
阜：：硝記）ウム 1殿叱し仁 H戸硝巌そ）クムと炭，2 樹枷に吹危i a--ll:た込つとの二趙

1 の試料文〇勺た。 比附＇用ャたか広 1ヽ考絨iそ， 1＇'、上芦い如＜忍巻々したり“`
遭緩 1" 浩離させた，叱ゥ寿離皮直告な）句f粉 5 今，, 1 --J洵 1’‘ クロ終J::..に取）次，つとつ
疇心放射廃ゑ）？ェ）レ型ゥシンチレーションカウンJ -1''勺戊し年知ふた培艇

麦パ命数 z い改射応＂考舷疇疇られい、又臼稀＂こークのイロい焉薮女仰ふ追昂
す 5 年 Iつよ）摩乞の祝に即爆韮バ辛ゃ出束 3。此.,,叶い 3 つ l＝令ゥ 3 斗 b> 叶，末
~.?-戸姓め I遠釦切55 L,ｷ.,.,K, ..... l ll 戌陥ウ）匂和えしら＾．．次，二恣．，砲穀3" ィ＇’ゥ囀痣と

あ惰葛蜆笈ィ＇．＂恙雑とに応ら也る． かりべ吸浩とら炉3 ム:..k,',...1 ウルが？文
L らべ＇む紐l乞ノ

償直ふ'“95S L,’ふ？”樹脂に硝瞼セ＇）ウムf’'蔽叱した N戸汰糾遺記')ウムと玖
に樹直＝ ＂々と 1 り＇ゥ¢ N の硝蔽ィ嘉維レ 1 培締曲緑ぇ斉巳れ埒っ⑨稼I~ 2,つの
c-J炉あつ．雑め'? I ざ IJ，ゴf5 ヒ・ー／ 1＇’歿のおレざ大きなヒ° - 7 1'’'あ 3．必"7-A._ ~r~~゜ーク

心護畜J: 9 ..t.声ぃ虹しィ心喧屯計見し、忠俎 z ¢ら055 ム＇れん；ャ；ク度合，，成渇心；点‘め
たら、年 L；や＇吋が'8 次千ヮ考 lj &o5S l,’1k i ... Jク 3戌ヴ＇［直綿約た忍 lうふとす 3 炉

わ丘 I< r，；とも＝表→る。 比のと°- 7 ゥ炒訊叶近の考蟻たi弗めて Zィー氏が幼＾ふ
応‘L屯戌叱シ玄，ましたゥ N伍乃炉七、）ィ’'あ 9 阜 9,. わI,'ったっ次 l= 1よんr呵士厳叱．

メ心を元して力｀ぃ磨珠抽生，シ名によ）炉ア）ノ刈辺）反千‘刈心）ヵ造』叱れ乏租憤 I: 咲羞ミ
七 1 b｀ゥ梯疇（J I炉IV心'4N)-<'' 囀佳した，比クみ合森•絨＇むし沼す ~Iパrげ｝＞Nr ば）＞Nf加）

`]1`‘わった刈かか麟ィ" /vrLW)ヽ啜遺レ，9· 硝廠i嵐浚 4N炉1"lり今吐f'’の社t企
“`ゥぅ拘直が｀ lt企巳沖ヤ↓蒻以来tJ `9 桂 1`‘ わった。忍戸＝柄応 9 ウムビ核
叫i届 1直羞ざ必パrク37 バラ農悛の要｝砂厳 1'• 海紺し仁，心崎硝嵌壌及ゃ¢心J:.にな
シ公えつの：’ークやと） ｝知も炉囃ゎ ”9) 、~ " \:::"ーク，す外のり十（可）ゥ屯全ねf`‘わ）伎

の犬さなとジーク（す炉）イ、い手加わっ｀った。 こ゜-J <?1"- 出，）ぬ屯去が Nr団）戻ぶり

Iニク 99 ィ背鳴いい：に叶し 1 も 3 乙知伸(V) と冷m) 濃ヮi峯度に対す 3)恥 9> 求＇められ
？叩叩 S仰e 炉 I子、、＇心 l t-= :fげし Nがア） 17 如2I= 4月名す；文献ょ？外畑）亥Jt,k I/恥,3

‘L わっf-;.,他ヵ A必·必Ae. x 比荻戸どtJp河項珈＾）公 Nrげ）行砥）とに聾(_W)Iす虹），和lW)

ビ 1＝よくイがゎぅ斗かわク'b 叉 Wゥ Ac十伍＇必い也全J<: 1; 四息溝漬が増hね 1←フ中心く
なっ 1 ね 3 わア的‘'可仰のi易麿z)孔丘 IJ，がながねむ
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A I z J゜ロト了クチニウムー233 の共充令裔む去の検計（希た索Ci)な紐，こ
南する汰射化、や的莉免Jr 1 紐）

東北大理・化t 電咆公粧竜通ぷ可t
t 11" 

鈴木i屯男 0 工藤司

1 、目的 卜、）ウムの中，t生手座、射 I：：よって生す‘'る ✓• iJト了クケ＝ウムー乙33 Iがヒ玲的挙劾

が＇獲雑t&ため興n太が｀もたれて、ヽる。 イオン交稜法，ぅ象楳抽出法によるフ゜ 9 卜了クケニウム

の知舗 Iこ栂 l て 9古すずにいくつかの報告が和されている。 しか l) 共茨咸のみによる無裡

休介韻 1::. つ、ヽて 9不痰功しt"-例が見当 S IJい。 そ：：て｀刀逸；公，峙に最迩話題 1こ rぶつて、ヽる布

様失戎法によるJ°日卜了？与=-ウムーZ33 9 億．棺 1本分雛 I-::...., `‘て検討た試みた。

る． プロト了 1 今ニウムー Z33 り訓陳 Jー n 卜了 7 今ニウムーZ33 9なI-‘Jウム互乃、｝炸て‘‘照

射 l ，従来；点て｀ある二酸化マンが｀ノ z‘｀の共爽，ジ｀ 4 ソフ‘‘今l\,ケトッて‘‘の袖．虹斌賊て｀ ".)逆

袖哉の様 4乍卜ざ‘)分粒猜製 l たものを用いた。すなわち， 卜＇）ウム金辰屯熱魂斌蔽 1こ＂

(IX!,辱に応じ｀てフ '9 4ヒ水素醸を加える））硝醍マンカ＇｀ンと過マンカ‘｀ン酸カリうムにさリ，

＝酸化マンカ＇＇ンゥ沈殺た作る。沈設たヒト‘'u 杵シ lし了ミンに黍解 l' 真が＇二酸化マンガ＇ン

"粒tせる。 二醸4ヒーマンカ｀＇ンの攻殿操作を 3 \!l反複する。最 1い沈殿と &'N- i羞賎 1こ堺餅
1, l ジ 4 、／ 7‘‘ 令 1レケトン（圧塩酸飽和）の慕屯て‘‘2 令闇袖出する。壻様層t 8N一逢醍て＂

洗浄 I たのぢ l 4炉喝酸きた l古 3.5N ー斌醸て‘‘迩抽出し， Jー n 卜了ク今二うムーる33 億、栓．ヰ蒋

求店えた。ね；；＇， 沈うれたJ• II ト了ク今ニウムが＇純科is J• n 卜了ク今二り~ -.Z.33 がある::.

と屯 Y 森スヘ゜クト n メI- 9 -'"'r,) 確褪 I -,._。

3 ．恨磯宍涜袈験 稽 n 0)憔楼攻殿'\ i, Jo ll 卜了 9 令＝ウムの共沈な検計！凡 3° n t 

了クナニ 9 ム→33 念含む涛液 1叶棺体を加え』過当t5 荼件て｀＇茨殿t-t!:る。沈殿屯蓬 lしヽ介麟 I

E 9 3 J B 喰と茨殷管令の放舟能怠瑣’J兒 L ，採取時0)放躾能l:'. :bヽらコ゜ u 卜了ク＋ニウ A
Z33 9 共爽収丸た検箭 L た。 そCi)純屎）リン醍ジ｀ 1レコニウ 4 J 'Jン譴令 3::. う h 』`t.令

gニウムにつヽ I~ ，古宍沈率↑0 -100 ％とかts.リ浪i｝て｀＇ある 3ゞ｀J 二醸it.マンガ｀ン以外 9 餞処理

D)'商単ね沌殷J 01 え 1吝•J t羞北錬， ｀）ンモ 9 J`’デン酸了ンモ＝うム） シユう涎ぅン 9 ン， シ

ユり醸トリ汀ム， 9 0 りム醜ハ‘’リウムt'I字共或率がさわめて息く令雛の日 hり I:: lず芥蓮当 '?.99

あった。

4 ．凋榛央洩｝＂良 以上の綿果ヵ、 9 消棟栄速浅 1こぷる'J• ll 卜了ク今＝ウムの令厨い検
討 l ~。 プ n t了クケ：：ウ A 9 神狙状礫1:.ヽ・求殿貨東に使用t` t tぅts も 9 ， な•t -v:·卜Jう

ム， ジ‘Iレコニウムの沈敢競吏ヵヽ, b 穏の試喪 (Nヽベンゾ‘,(Iレフエ ::.1レヒト..n \シ IV 了ミン

）か＝卜 U‘) -fーナ 7 トー 1レ） キサ＞トゲ・ン醸カリりム，ヘキサメ今レン了卜うミン，テ

トラフエ＝ 1V 了 Iレジン醸， r- ）＼ A ド P オキシ］エ＝ 1レア＇レジン睛．ナト＇）ウム）文是i,:·侯瞼

t拭みr-.操作 1さ憔喚失沈 9 為令と同じ｀て＂あるが，担 4 ~ 1 1:.)'J:ジ‘11.,,コ＝うム文肖ヽヽた。

1 の結来， o(-:.卜 n 、'} -r ―ナフトール（憮キ旦 4本ぷ‘t.,..:·ジ｀ Iレコ:::.ウム褪体）， キ 9 :.トゲ｀ン

職力）ウム（モりフ｀デンキ且 4本）こ‘‘I『羨沈率 8 -35 % t'もわあて伶くかっ巨。 ヽキサメ今レ

ンテトラミン テトラフエ=- 1レア IV ；；｀ン随 Iて塩贄酸性に E‘ りてジ｀ 11;コニウムt祖 ~~I ．た

喝令 l 'l,もに＂いず l ヘキサメケレンテトラミン 1『tH S l::. 石• ＼ヽてトリウム棺体ざフ。 11 ト
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了 1 今ニウムを 10 -/00 ％共沈 L t..。 ド '‘4 卜•` n 才キシフエ ::.IV 了 1レジ｀ン醸ナトリうム， N~

べ‘ンソ‘` 4 1レフエ＝ 1レヒド｀ n キシ lレ了ミン＼こジ、 1レュニウ A 玄捏体 1::. 用、、た湯，令ぶ｀の石ヽ" ~7 % 

(I、し N - t羞醸酸性） '7~ 7, (I ヽ ZN - "Ii盆腿鳩牡）曳 3たす o, • l ~. N- ベンソ..イ IV フエ :::.IV ヒ

ド｀ n キシ，v 了ミン 1丁ジ｀ IV コニうム捏体 h L t̀ 53 ％共沌 l 1>-。後処理ゥ憐易茎方凡し， N ーベ＇

ンゾ｀,i Iレフエ:. Iレヒト‘‘n キジ 1レアミン 9 み忘央沈魯J 1~ I用，＼ r::.場令につ｀‘て噸稀に検討した

。遠醸の邊渡）試簑"i:、;,"支ぅ甑咸｀茶件乃ども検甘 I~ 緒棗 I 、t N -遠醍腺詮， 0．り．

4 ¢ア 1レコー Iレ魂茨ぃ4, 70 t 30 介加塾， 80 介放冷ゥ喝令，フ゜ u 卜了 1 令＝＇）ムの失呪幸

，，ゞ最も高<, 1し％ t｀‘あった。 h ぷ', :.. q喝令， トリウム＼H:t僭 Iこ蒻ぅts ~、., F.。

以との緒泉t 9 , 卜りう h 力 9 5 放射化営的に続．料 r5 3゜ n l-了'J今ニウ A — z う 3 を祐収~ c·、

漁程 A本分離t｀きる。
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A J3 希土額元素の：戸茶氏電気泳動法によぅ今維

放射線医挙総合研究所 0珂村正一） 伊沢正実

希土類元者を国速筒便 l：：分離する日的·{ / i戸紙電崎床動法，こよる今維の検計を行なった
。装密 l目簡便にするため／実験の再現l｀生，二炉棗二して十分な／ぅ応水を通 l t:: ；与玄甘習ど方紙

を覆ぅ／デラズチック板を国、)f::.。ナラスチゥ 7 板心ァ紙面からの茎条冠肪ぐ目的て‘`/if
紙面を霞ゎt$、、t易合よ I） ｛秒勅度が大きくなる。電解液と L て 1士／クエン棗ギ縦 1 奇畷

1 ：：水酸化ナ 1、1)ウム左加えてf肛麦えたもの）および必腫 rH の ED丁A 滓液左吊ぃ）分維状

懇を l らべた。希土頻の試料 l古韓入 RI I または丁RR-1 てヽ、中）生う翌射 L てイ乍った RI 庄 l用いた
。抒仔 I士東洋庁紙， No,95l,2 X 千o cm を /0 。1o t盈暁げ処理 L, 炉紙の中央，＝試針（担体と L

て o.o 5' M ぃ含むもの／ただ‘L'勺 Pm1ま卜しーサー蔓） 0.00 S Cc をズ木゜ット L ／炉紙を合評棺
の上 F おさ／その上 I:./ 70ラズチック核~左の辻／一定電圧ざ3永転した後，炉紙ま乾燥 L I 

ペーハ° - 7 ロマトグラムズキヤンナーで計教するも‘／式 Iょオートラし＇’オゲラフと恥→て 1
バ騨：態をしりべた。いま弱圧，to v /c囮讀碑南／吟肉の系げを士とめると，つを｀のよ
うて｀、ある。

I) O.oSM 1 エン酸アン€ニウム(pH s.o) ざ董智液とするとさ 1土, Er1よ険極佃I I::.!;°"c 兄

Sm,古原葵，二留 l 1), Pm 1古陽極創 I:. 5cm秒動する。

2) o, IM癖酸アンモニウム(pl-I千， 3) を電解激とすると， Ttr1. I古陰栢側 I::. 7c爪J S爪
ば 2cm., Ncl I這極側 I二 1 cm 重ヵく。

3) 0̀ I M ギ酸アンモニウム (rH 35) を嬢舘液とすると I Tm lす陛栢飼：? C.W¥. J 

Pm1木悶極借I I ご r、 5 c れ秒動する．

4) 0,0S" M FDTA ・ 2Na..- 0.2 M 酢酸，酷酸ナトリウム（社1 3,3) t‘'iま丁mI Sm  / 

Pm は相互今維する．
さら 1こ詳細 I二，穂 R の覗銃液につヽ）て，濃度，pH' 沫勤覗圧，i知市湿 l句，i祖糸知、長さと

検討 L /直速分離法および蓮締炉紙電気ほ託，二よ→て分雄 l t2 税兜い報告すう。

-22-



A 14 忍留法 I• tる放紺採）レテ=-ウムのか雛
轡

免古屋エ者技的試験吋 甲田算圭

放炉生）レデ＝ウム lす核か磋生蚊オ勿中 Iて款 z 荘在する力＼‘,原子ぽゥゞ菱）易いため化拳

的誉動が複華て｀｀，核グ禄生武笈…令祈ある 1');t燃料再処瑾の除J:う了染と起 L 易ヽ＇。便うノ

最近では ”6ku _ 10‘Rh ，，高い＃線エネルザーさ医療肝そ，，他 I> 阿いる日的て＂，桟今襲生汲物

かし多量にか｀臼めた、従って， これシの目的＂ために放廂楳｝レア＝クムこ定詈齢 I=

か雛する：とは， 1友然、ヒ l ？重早な問且して｀あ 3 し思わり．

紅法 1= x っで放狛杖ルテ＝ウムさか難する方法 I: lな 9 D̀ M, H四ユの過マアがゾ酸カ!}

と点酸さ用いる方法があ，｝ノ村原氏によ）過マ v ヵ｀ V 賦力），ィペJに重クロム賦力）さ肘

いる方法か｀足喝ざれている． ミト｝は純度のあい放知社）レデ＝クム左 4号 3 よ 7｀ばすぐ卜？

い 3 ヵヽ',牧卒，，兵7"!ま充今とは六えない欠美があ 3 、

酸化燕箔法て定骨的な牧年t伏め得ない翠由 lな，西愛化生汰物 T ちる応。4 心 l/J7)℃）か｀

ネ要定で·燕陥ヤ Iこ叩奉尾，，，各舛 10 刃簡，沈着し，ネ潔、／しするためて｀あろミとばす？’` i:蒼

渚"\-キ旨命 l た（令J同涼廂化や訂諭令お＇よぴ今ユ同原子力乎和利用国隆令級松宅竺 r/'

:z. It ~ 217 (nm)、蒸喀漆に X つて放和柱ルデ＝ウムさ史董的に分饂する試み Iな，成酸（
必 r. J 3 ｧ t)の 1ぺyに過塩斐酸 (m ,k浅応＆．，，、 203 °e) さ用いた）》成醒の他，：叩

がス（¢ r -34 °c) さ迪 L｀た 'I H 粒乙 9添加したy (5 ら"" -8-. p..s- 1 ゜ C) して行なわいて

いる。 こわ 3 li知 01-"'字定凡 Iこ宥兌力 1｀ぁy, あい牧年か‘1号 3 わている，

＂はマクロ量の R tt 04 '!i用、 l る実験中 Iミ，ぬ 0チはヤ十生かとび塩基性、の水ぅ容茨ナ？ー）な著

l 〈ネ危定で短時間内ドか解 L 1 しまぅ凡還元・ト笙と冷たな、ヽ酸＾木落宋中 1" 1i比較的宅

定なこと左見出した。又，ミのミしと間連して＇ これ迄知 o-,. が＝重統令之持っァ」荷微灰

な物と、反たす, ~ミわこ迄逹I• 臨丸（一杓 lな今解） l 1 ・自身 I夕知。2 に分解す 3 と赦若さ

が 1 いた}'\"、反応 z 霞涅t｀ ｛す）とい紋応浚y J (-3tf';;kジ V 0 動）ナこ偕り 7) 知 0 チ 91`
ニ重特今に付加し乃勅の薪化令豹バ）天しんと、定号 bb I= f.号i k 3 ことが合←フf=. この砕果）な

応 04 の反応社がヤ性 塩某楳の場合し酸捏っク易令と莫 3 ：しと表すと思わ卜ぅ．

ヵ‘ースiだ＾知 01- li S-00 ー  C.廷＾温度で）な分開しない：と’‘涙0 し卜 1 いるのt＂， ミれ迄の

ぬ 0f "”f ii燕背士れて凝綿＼た）文～がyの沈戟的温度の甚 I) ヤヽ｝呈＾水 I＝応〇4 ヵ＼｀と 1ナ 7,

こ "'k 濠和ゞ日発恥，＝があ 3..... ）文泰壁吝リ反応し 1 今舛 l ていたtのし継定ざわる、後っ

1 ，燕留法疇紅1俎，しァ＝ウムのあい佼年さ得 3 ために）i, R..u. Oチさ還が呈の国、浮路棋

tJ)蒙と共J:C蒸留 l ？ヤト lず X いミと力豆戸，這元，卜生d)憮、い揮発楳の酸として）1 C 凡 cooH

(-C-. Pｷ 7 2 ー  C), C H3 C O O H (名 r ll 『 0 c), H t./03 (7o 芦水澪液の名．f'· /2 3 ー  C), 

H2  5 （下、第があ 3 。知心：こ卜iの西愛t朋｀＇？ 知。↑，，，＂さ行うミとによグ， かかむわ

ftr期＾ Sま果とi旱ること»やて｀き rこのて＇・籾待す 8. (な-J;,, C Oi (ふp. -'If 0c), H CR o1 (727. 

＊淑液の£.r. 2 0  3 °e ）と用いるう法が｀すで I= 経玲的に知し卜てい 3 か‘，ミトi)i酸と．＼

て＂ぅ翠裕たゃ餅鼓桓散＂‘-小さかつたり，沸.t j,\"ゃゃ篤過ぎる欠共さ抒つと）な云ぇ， 1?,,.,01-
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"'醍を定化と云 9共迫の日的に用い；卜て末 7こ｛のと格釈 T 4' 3).

”だ 1＝啓っ 1 lな，方””2,,., テ＝クムは A liu心M/1><, (英固）かし粽入 l 大／oヽい ‘‘‘Rh

ヽ希靖敵i与波と用い，放和応測定，~ lい医哩舒や豊のサ｝望シンチしーシ;, V カクンクー·

2 用いた．醸，l( a 炉雌 lな可徒な浪y特訊品こ肝 II ，怜 Iこ知 01 と共，：蒸活す 3 賦/::. J士

逗,e_,t'l. 1研い令ま仄い X, 9 め過マ v が緻力yこ用い？酸化靖黎した．＂用泰具 l汲

共直瓜すy令七のクライセ~ V アラスコさ用いた．—好 I=)な全共迪す）令ゃ..,杖けきフ？スコ
ぃサ用した．史窟方法 1t P, 1'1. H四口法t:. I天と人と、同 l` 7ー；；る．

た床は最初 9 侮的 l：放和訳さ用いず、非放昇卜生 .,Iレテークムしット、さ用 I.I 1 行った。先

づ', k H” ゜↑と比501 さ用いろ Hume 法？"It応5 恙具 I＝かl.t- y，，｀で、沈が淑け着 l, R...t 01 

，，今糾が｀起ったこし？沙ヽった． Hu/It,e ；去乞 COュがスナ？―行）方法て”92 ， ルテ＝ウムし，7 ド

が /0 訊1 約度＂少受 TI…,"沖が起i広ヽか｀， IOO ?lt,以.l:... 0)ラ岳左用いるし令筋が捻NJ 3 

卜た．比50f ＾ぺ 9 ，: 1/ば 0fち用いるう法 7" Iな抜付さフラスコでIt今筋が起3 な 1 ヽ戌 ク

ラ 4 ゼ v7 ラスつこ用 91 1 HCJl.0f ＾釦打可件さ方止す 3 と介り¢かー走り＂バ認、めi卜た。

こ卜しに反＼，籾03, CF3 (.OO H, CH3 COOHJ Hぶ下、 2 用いた｛の）な lヌI:.人し冷解が｀認

めし卜なかつ r.. 、別/:,今簑歪 I: Ar がスと完 l ，~ナt• Hu 11t e 法'":,:る蕪嗚こ行ったク，•，空

＂し同私度のが孵さ起し、 即 0チのか捐,~竺気 1よ I戸とん叶｀印 l i'!tらこしぶかっf1 。

”祝 (;/06に ‘“Kh) t.町ヽる実験で It，無9旦炉場合， 籾03 て｀ I六定そ的牧年 1吐近ぃ

｀．釦鳴シい力文母灯 I: なか／ ~ 2 7o 戎省す 3. 蒔酸 1臼｛同様て‘ある力ゞ＇好幻，2 5~6 

1 戎噌すろ" 1"牧年 1ナ↑07。佳度,~下った。 C 冗 COOH て｀は沸兵が1全，．，2 めか，吟舒幕？｀
疇 l 切卜ず，＝豆知硯集ャトる 106に。↑ヵヽ｀やや多（（ 1 7.今2度）なy,金沢戎管炊討

知更 1: シ曾加した． たた・ l, いず卜＾場令 1二t 1育み恙具,, ~す藩する放和代 1オ／9 と人と、無（ノ

こII> ¾I~ 著t...欧年 z｀あ 3 ：'tか浪切 3 卜た．

釦 Of"'3f.¼＾へじ遺的 I＝柘（（ loo• C.），こトバ< I:.共北す 3 湯令,,'l少くと,C i' o0c 捏た

の沸与さ方すうことか｝、湛よ..,‘低一｀みさ用いたのて｀ 9i令京 1こ戎名する”‘1l,,. 04 さ兒全
l... 痰出できない＂て， : ＂其こ放手す 3 目的て｀，更 I: "..,甚., H• 9o, 2 環加 l 1”定と
炉f',..結果的 1：見卜 li‘ Hu …e ；を,,キ軍発ヽト茎..,酸さ漆9n t fヽ形にな 3 »ヽ‘， ：のう法 12 よリ

成応 04 "奇京戎gをさう釦t,牧卒さ定受俎 I2 近け 1ナるこしがー？｀ぎf`。

祖体の存在す 3 場令の実~~. R...令品と •IO‘R..tよさ同吟，＝ア Iレヵy燐磁 l 7, 吠舒 1 用い

1 行ったが｀，釦J!.._体 9 湯令と同＃紅す果»吋和+-- It. 

なぢ＇ 7m  -'゜Y こ用い， H. I'(1¢ナ、 HMo3 の湯令~fie:#的そさ同一＂て―”ft l l)月I/
定した応， /0―チ和度.,シ子法が｀泣めi，トバ。
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A 15' 電解によら本知分裂生成物中d) Iレテ＝ウムの／か紐

立大理 知’ 暉 I)、芥義威 山奇杏庄

電気化冷自り方i広 7べ枝IIJ‘製笞成特中のルテ＝ウムtノ介脅差するため、 古として． Iレデ

::::.ウ A の場化物'"つ"て．i羞酷魯知甚礎的内験t行I/. fl乍午の北海道沢方大会、 力ょ,::
' l 'f.／司勾会 1-:. ぢ．， 7. 子0) ~呑昂t祁告し 1：：：・、今 I目 I1 ． そ吐紅果にもとっ＂いて、t隋,~枚
／が製佳成物からのルデ：：ウムの分肴臣t行 7 た．

• 9‘ みて｀’k 『且倍レた紅昂,~. o. I M 虹靭訊．おょぴ｀．｝紐危iカーo. ヶV" { vs..SCE)  

厄 7＂．走紺と行うのが適当て'•あ L -;:.と, fì 1砂合枝上に祈公レた 1しテ＝ウム｛こ．．1 ， Iこ‘
び．電解f::. 1-フて， を全,-:. ~宕；奸，＜もピ｀す＝とがて｀｀き夕， r5 ピ｀て••あら．

釦汲佳成杓パ＂狂．その研酪t羞"l 2 H み有酸湛ぅ夜(0.心＆｀Jie N心叫々ー→
I 一“必／qヶe, JO 、 16) k 湛塩麒t加え．＂恥 I困レ， 0． l H 積船紐ヒ L I::. tのt 1n 

" 1::. このi式料ヽo mR.t ,l｀ーカー／ことり． 7t叫とレ，釦如たとのラ昇会をざげら「こあ、陽
釦士わり／：： Ia. t丈克の所壁t殺 Ir tこ．f易栓液，：： Ia ．試打·t令亡ぬ o. / H 社醒；紐 E 用 ~l
f1釦｛よし（s含キ反．隔栓 1: 11-.（サ蒻、t,t] ＂．銀鳩化ク綬袖を参9綬極とし I p紐危 1広t
-o・タアに知l f卸し／ f企極淡tオ＂レ T;. ぶ5紐 E 行っ r：：・

”綬．電絆如一定量とレ．その一卸とか乙の Z‘` と＜、＇四塩化炭素が 1レテ＝シ A
t抽出レ．放佑骰t恨’1定レて．残行すら・ルテ＝ウムの量t求め T：：．ふ T：：：. F食社 1:: キf出レfて
1しデ＝ウムは． o. I/1 9K酸化ナト 9 ウム堵応｀｀、そd) rt袖白金狂及t r易極ヒレ，釦虹！吐t
4 「出壁中に入れ，臼合椋上の詐加訳のみくなら令て＂危筋t行,,.躇＇喰の放加訳い見1定レて

祈出レ r＝ルテ＝ウムの量· t求めた、
l し 7 ＝ウムの定量（：： lょ， lしデ＝ウムt，田酸化窃,~両緩化レ， ¥れf 11!7埠化炭j:·(抽出

すらが広~ I利，， I= 、 すなわち，ルテ:::.ウムt含む社醸堵液． I竺硯醸t 1Ju え、加知農維i吐利爾支

魂如 V 、水酷逸ャトリウムt虐改て｀｀ア＇しヵy,)'笙しレ． /mi">市見a t7)ァンケ 7 万＇レミン（；欠

亜ャ羞和酪ナトリウムi紐） t加える． しばらく放屋枝．，の場化炭長tがえ． I M 砕郎ず舷

ヽl•tにレふ，1 令ゼ｀らと， I ことJ... E翡 I句的 1-:. 、 •IO 厖笈り(Iし 7 ニウし、，"1/i)'!;易化炭索キIi '"'1合!.数分‘

如·りヤぜ｀、さらにも IJ/‘'釘祁笙仕 l flJ f贔化炭索抄tとりそのオタ卯限をi!、l 定 v 定量t行った
z "'方し広て••,a. fク． 2 ~'If(. !,•Jo ii.どのJしテニウムが釉出j",ft T:..}レデ＝ヮムOl t羞酸湛

如 ,~1 、’．る奇厨笈の代りに瑳m i史 If}レて， I司キかの袖出t行うと”夕％ （£と｀が抽出々れ~ 1~· 

けて• h, (: •中かわり1応 WI 史，2 ． B一凶 A拓必し社製のレンケし一レョンカウンター

召'f,た．ヤ T::. ．ざ諜スベクト lレの恨1 虎，ュ 東史翌ユ,;- 6 チャンネ 1レの1(、線スヘ°クトロメ

ークーで行？た．

杖分製佑成牡）かぅ電鯖，＝子フてオり出レ re.もの／ おこぶ，酪化 3 れマ,~祖4し炭素 I＜抽

出ざれ 1-:. もの力＜‘， )レデ＝ウムて｀、ある力‘L・｀うヵ‘tる虐があみ一つの今柑iとレて． r岳界スペクト

t ~!!ii定レfこ． ”‘Ru -‘“Rh (1). r 綿スヘ°ク )-IV をどク「::.めに．災 I司<1l The ＆必chen凶J c胚屯

Aれぃ4ぃ叫紫の， I‘‘ 釦を倉む lレテ＝ウム嗜化物＾ t届屠裟腐汝1:' 11D 扇笈化 1しデ＝ウム魚靖＇社、
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9 ：：よって冴奇製レにも0) e i式料として 1利 9I T::. •竜脅和こよって祈出レ Iこ↓ ^'J.. -:.rちに．竜研

にこって D./ M 水酪化ナトリi7 ム苓；たにとがした↓のt う I:. Im且化炭索，：中肱ざ-/1. /: 

.:f,の I 己， 3 日水函知I:'..ナトリウム循液ず造袖出し T::. i (7¥ E. -i尤料とレた．

炉 l 咽．炉 2 団， ；l7"3 1図 I ょ・y;1.、1: 3 え麿嘉見の決浮手の 5 ，令屎スヘ＂ク1- ｝レの 9t渡紅足を示ふ
す． これにようと、 3 つとも．ユっの大ヨ TF ピ゜ーク乏もら• そのエキ，レ手‘ー Iょ｀ ／各々〇、ダ／
I 0..｢2 HeV I つ柑当す 3. ふ T:. ． 2 つの U゜ーク0) <1:J積のtt tヒムと． 3 つとも l;. 、~` I丑じ心

i. 2 つのピ゜ーク升のエネルギ‘遺t叫‘7い心． 3 フとも渓差の争lIi) };絨｀え; ~; r;l 心 1ぷ n
• -ｾ rこ 1n Cs <7) o. 66 I He了心p,,..のt>. 69ヽ HeT I2 荏苔す 3 ピ°ークのな I9 二とから．

以上 4 オ亥積はほとんと‘` f}在しな I) と考えられら、 Iしャpr の h伝し T;;:'、二とから．他の命土
恥，叫eノ／«-7 Pm, IS-/ Sm <1) TJ.みも考えら卜 1;;:II ・ レがレ 90sr -?()Y に対レて 1よ． Y 線

スヘ°ゲトルからず（よ、その作令g伶えt毎ずき l;:: I}. それて｀‘， ?os,.. のi各液ヽ： 非杖紺l｀全/1.,デ：：

｀｝ムこ加え、危解み‘：ぃ‘｀ IQ t羞化炭素，こょぅ紺］出£ iか I：：，f:；昂・Jos.. ／ょほと人と．．．電羞レ
rよ’'レ»キ,1 出もゴ小 I；力‘った レT:.ウらて、手亥分、製な成物がらの史身 l:. J..i，＇ても／炒sr-

炒y.,,石在 1ょ． Ij.どんビIょ，）． と九えられう．

鱈 I2 よって．校分裂全成釦‘ら／刀囃 s れた Iしアニウム IJ. 常場•t·渇 l釘から 3 呼
紅綽して．ク 3 ％叫， ク5°c 泣くてい／よ、ユ此 I匂て．．アク％程公·て•あフ Tこ． 士i1 ．非放射

作 1レデ＝ウムと加え、画和心窒 1．ガ｀ス 2 迫じ＇、北麟虹ヵし這脅坑固レ．っぎに． o. I H 使
酸熔浚として電絣す；と、牽渇立｀ f繹柱分渚ま S -/-t 7 こ．
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A 16 ズテアりン誠v..よる放紺性枝孜の細出

京犀人厚立芹創ヒば赦皮 崖い一郎，，J、山絵文儀庁繁浮

l 立スチアリン酸~を 1刊いて放射性．核種を抽出する方広につ II て差度的な秒討： ffった。

人デアりン酸 Iら融戻 7 D父であって油烈すれ 1i―·波鉛，う文令す爪/;J:••国体となみ。添度キて

スチア＇）ン緩の疇藍 Iiステアリン畷餌f K 抽出され 3 t秀んう A 3 ので揖池玖冷ヽ去ァす

,j\,I.I:"企属ィオ．ン 1よ I司爪••あるステア 1Jン緻 K 衣，I 水冷わ’ぅ径忍 k 今紺 3 かる。

豆主ー臼 I より／ 4 まで丈合屑艇iた企属イオンを令tヽ茶菜／．t) ~.f 1',J_'., 11:. ~ルレンマイ
ャー 7 ラスフ K 辰',スチアりン畷tjJヽ人て瑳浴中で加然 L ステアりン畷 9‘·· 痰奇 l たのウ

小 'l むざ力， 温皮· /J\”[O'C 汎J:..て••あか 1i`3 今 I叶，｝ •’l jと A,J洛瓜滋］イオンについて抑出

乎衡K 逐す 3 ことが」）がったのて・ンメ下，，咲絵て．， Id 洛皮 r[} ℃ふりiと＇吟 1:n 3 今と［た．

砂羨疇 E 今雛し Ill^ 年な湯令に 1;! 唸依直＆逆 I ，幻樗測足ある、ヽ Id 今光幻皮·和ドより

冬オ K 残存す 3 今届 4 オンt刑足（て神出年t lF めた．杖紺性玲億~ l て 1i閲ー'·y
J 

”恣板玖玲i頂t又非及1す佳灼哨I:. l て(it欲ぢ•よ A"飼さ用いて史祓 L 瓦底 Iょ d 吠／一

叫¥.r-より鮪 I[ ［パ心知伊i}祁及知 1月 vl てiJJ.1/凡 L 凡
3 並丞pH ヒ抽畔り）疇．・ 紐 lょ餅牛以上て・／ " ｰ %捗紺さか弓， pH Iー ンメJ:_て“

1よー祁ケン化が芯•こり水漆衷が台喝す 3 のて｀釦逼俊過庭素恥··灰，/t.. L たq 9 刑史した。

朗 Ii pH 3 よりf令々 K 抽出さか 1i L め.f H s-以上で• li /,,,% k 達す:!.ステアりン醸、

舟 l• 帝色 K なり朗スチア、レート＾生成t示 L て．、凡

仔批烙f’Y I t 99•ふ卜よりラゲオュロイドぅよ Z” lit-蓋 l たも'I c I廿 uI た． 炉 3 よりか。炒

豆抑出され• f H ）ンメ、上 Z" ＼なや、抽出年 1.t低下す支

芯/;i'゜y't釈月臼釘•あ 3 もqを用 U‘, ?#Y t応して抑出卑さ康’めた。 ? H 6 k 

わいて／ 0. D 紗畑出 3 れる。

／｀1 全pt}にぃ•たって約 30 % L・が捗生、さかな V‘ 。

様がいい機 0必んゲる←必竺，iJよふ胆2 d)もので約 4年致怪 l た式の，

抽虹年 1J pH s 以上で'7 0 f K 達す 3 。

そ，，，紅絲lt.が1 ・翡伊＾存に·ヵ＼・神出率に A ばす男パ伊につ‘｀て述ベ・ろ。
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A L7 ピリジゾi紐玄による枝介裂土成物中よ')
放射桂ルテニウムの分紅：：ついて

会次大学理学卸 0木羽緻秦杉岡泰幸

先に 5寅考らの研究室にあ‘いて 1む放射杖ルテニウムを水 5峯茨中から溶媒抄出法によ

...,て分絲する一方法と L て，塙庚を 4 N -1｝＜酸化ナトリウ 4 ~ 7必次亜珪点蔽ナJ-リウ 4 の

＂に詞節 L ， しばらく加滋す b とルテニウム 1ますべて尺U,o~ーとなリ／ ビリジンと根リま
虻ると／ ピリジン栢へ移ることを枝告~した。この方法 1む］＜峯液中て分色々の 1ヒ合状態にあっ

てが青tの固殺な lレ・テニウ A をすべて単一の酸化形に持夕来して抽広分房itするのて．］全ルテ
ニウム骨をシ史定するには比荻的祖わ椅阜て．．I 全属知 Iレデニウムt:••も次亜塩床意ナ｝リ
ウム疼液 I:. ；客所するンとがて．． 3 5 。棧介裂生成物中のルテニウムの分叛/;,つヽ 1 て lも先に

肴幻したか．．I ::,れをオ文介秘ょ成物中のネ笈＃史二｀と 9こ、 この抄出法を行なjク易合の行動,:..

つヽヽて詳和にしらべ／ 今銚ざれたルテニウムの他"I #_jf. I：：よる汚梵状態，オJJ..休の添•かつによ

るバ酸今店、混合落咲の使用による分紅など＇ この抽如去の仕上 Ifともいうへtr'各種
実験を行.,たので／二れりを取 1 よとめて舷告する．

枝介球：生成物 1よ冷却期間約 3．夕年のiのと対象とした． この中 1.:.. 〖“-Rh- foiぱ約 3界含ま
れて、，るiのと忍．われ，笑杉す 5 枝程として0.-fr-I位， hII/- 7, Sr-Y-fo, Cs ー／37-B4.ー／37 1"-, 

Sr9、 Y-9/ なとを加應，：入れた• :;.れゥ各 KI 祖鼓塩の 1 f{ -硝瞭疼液を取リ， えのf~
b衣、 1本 10t oo o c／況となるように莉繁し fON-7I<酸fヒナf,,‘、ウム 3 厄， アンt,r, Iレこン 7

“の混合ふ冬液 I:.//9 と 3 畔所湯添 1こつ／ナt紡to·c に加汲後／ ”-水酸ft tトリウ、 A で•
紅和したピリジソff叫を加え 1 が成漏斗中でよく括 1 ま生．．／西栢がグ‘紘後，ふ相つ 14

っ・つ£取，I 出レて計紋レ， ざうに向炭栢と上託紐成の 7}< 漆炭/:.てシ冬媒栢お争t 1テ伝、＇、各

パ戌f皆 Iこお•,r る両樟の放射能を汲•J定して各枝技クか釈状況を詞べた， ン＂抽公にお·いて
It水員度 1ヒナトリうムが栢うそピリジンオ日にと Ifこむ—<1Jて・・ア、し h') 古•よt・ア，レカ 1 .:J:..れ会品

であぅ C5 ー／37 ゃ Sr- f0 {!J }屁入 h”・考えりれ?, bヽで上託茶件t:・の I由広が配比，ょi{_れそれ I,4 

~2.o メ／0 ―z, 尻／～吼 ox /0 —“ であリ、 紅／0 、 .,えれ 1よ 2 I .  3 - A5.4 で•おる鼻 よってシ冬

＂え浄をf ～えlli7行ff_ jと汚染f全去 1系数を f 03 社度とする二とゲーで•ぎる．従， て二の抄

出法によフてルテニウ A・が遺択的，こ抽出ケ紘ざれ 5 ものと兄てざしつかえな｀｀ • 

抽出オ且残．怖水滋液担古・よが考媒相忍争液,~ついてiヤ｝エぎ KK繁 Iーズヘ° Jトロメー

? - K S P -10 f1 バルス、あか析羞 AN-I os, シンケレー1/ヨン 7‘ ロープ P5 ーユ oo t所、ヽて

スペ？トルを未め Ru-f o ヽの分肖ff.り際 1こ：昆入してく!l Cs-f 36 おJ-ひ• Ce-1I/-ダ‘こ.,‘‘て追
;r した． Ce -I“ 'f- K とーにつ 9 ヽて Iiうジオフロイドの形成とそれの祈撲栢＾の分恢 h••• 奇え.!,

れ 5 からであ 5 。枝ケ駿生成筋（／o/1 c) につ｀＇て， J:.te..条件t-·柏出を行な、＇ 1 --,づいて

肩キ羨担 1こつい-z ho.,c.k-W1J.Shin3 を行シフ傘たところ、 第）四の光液 1:. つヽ‘~,よ l団 1 1こ示すスペ

ク I・ 1レを碍·' これ，二よフてCt ~l 'f'f., Cs -I巧 Iょ和1 め；；抽出て•盾楳柑 Iら社1 うi昆入す 5 二とを

示してお・＇） 一方 戎~浄後の椅板洛媒指 1こう、、て 1ょ図ぇ，，，よ 5 I<-k リ RA-(O t..み，，スベ

クト Iレを渇て、~る。 よって baC.K 心5hi"} lk h・方りす..行わ依 Ir れ 1k k らない．
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Ranie : f00 
Ti,.、 0•st : 5 

ch.."n,/ Width: lV-
200-t f叫 sh.. r•r: DL. 

foo 

200 

/00 

&、-i牝

0.f 

（恒l

Ra",e: 30 

Ti,.,c.anst: Io 

Ch••••I wi~tl, : 2 T 

即s sh"~ヽr: DL 

（日

o.s 

1)  

0.5 f,0 

Z)  

枝介尿生成·幼中からの放げ］生 1レテニウムの・分紐

にオJI.体を加えて行うと， 着色して、、るためオ栗 m•••

行 K `、やす、＇． ルテニウム全届を 4凡 7}く酪文化十ト

リウム乙アンチ，t、 Iしミンのシ昆令弗液にとがしたも

＂は、ばへ褐色を呈し＇ これを抽出辣 1乍前に加える，

拉体そ 0.1~2 勿；位．の応固て＂抽広百分争！よ 99.I
~n7 であリ、抽出の日本は衷好で•ある．

紐柑 1こ；昆入する水酸化ナトリウムの景を少＜
するため湛合滋媒の使用を試み ヒ.,,ジーソの希釈
条l として 5 往¢落煤を用いたが酢酸— n-1いがレカ‘,.

殺哀で・ビリジンピf : fの希和ば•• 90% n枯袢 h‘"

得られ＇ 有杖栢中/:.落存する水蔽 1ヒナ~ 1/ うム）よ

7.'I-m,/IO4 b・ク 、万／I心1 Iと；尿じる．

比戟的多そのオJL体と加え，栢広漆媒の冬稽を
I)、にして抽出を行なjと I 71く畝fヒナトリウムの混

入と少｀くし I f知委の少＇斥ヽヽ玖科を碍られる h'；・ニの

鳩合， ビリジンのみt用．ヽヽるのと上託の混令湛咲

を用、，るのピでは和う差があリI R“ 'tJ1..体f 011r;, 1)< 

苓液栢 10 ,J. I~-, JI ビリジンえ広L -(.`•抽出するとりI.2%
のオ匂広釦炉年を得るか； ；毘令苓咲ぷJで 9よいす｀ h‘1こ

Z3.1 ½し b｀抄出ざれない。また紐体OJ fを和 1.,.,, とすると 8 1. 3 ¼のオb ＄年を待る．
この事実 1ょ R」 0iがビ ’l ジ・／のみ．に結合抽広ざれたとぎ，よ桧めて宅足-('あるが．， ピリジゾ
が希釈ざれると不キ定にな，I. 酢醸 1 ケルを介月手して， i"J ~ Iなイ依酸化紋の状恩と井フて漆
媒栢がら脱紘して行くものと寺ぇ｝れ，｀胃．/1 •7 色佐ヽ・レ赤色で名 7 ，をiゑ＋弟祁の退t，こよ→
1 も 1 の::.とを椎原で 5 5 ．．ょ.,て混合沫楳を用い． 5 場合 l::. I“.1本と加えられない。
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A 1g 希土類元棄 (Lil., Ce, Nふ Sm 等）のオキシンキレートの溶妖抽出法

広島大営理学部 品川睦明 0 山本勇麗 木曽表之

Moeller 等によれば｀ (Anat. Chem. 翌， 13~ .3 (13S-O).) NJ, Sm 等の希土類元素の刀※シン欠し

ート l'Jり [l ロホルム，、口足量的 /Z 雑）出うれす｀＇／ ゞクロロ方キ 3 ンま用いれ＼す｀房んと'’100% 祖l

洪さル（ 3 とざれて、、 3 松オペシシ希土ーぎしートの羽］出 1こつし 1 て屯その他 l2 （まあまリ報告

う収てヽ＼店ヽヽ。藻考 5 ば希土類元衷の放射I惟核程召用ヽ I {.)f_.の溶緑塊1 出の墓礎的g唆ふT 王

行った。 用ヽヽfz 放射 I卜生核種 1す何れも RCA よリ蛉入されf2 もので、あ 9, 5冗 153I Nd-I47/ は-

1401 Ce -i 4も Y-90, Sc-4G であふ

抽出法の 11茶件として I'd 1) オ共 3 シ濃度/ 2) 汎 3) 溶線の牙皇頸 4) 他の錯化肯りの井

存埓の影響 1てついて唆討し和． 抽出浅ll)一緞的操作は過当量の核程試料液店とり， 之ル(lZ

ォぇ 5 し一蔀酸溶液吝加え在のち，-pH 左棚帥 l てクロロホ 1レムJ O叫で｀オ由出しfz の瓦 7k)つ

あ‘よ加有様；アの 1 叫っ，、つ試)!';!• JlJZ 11. k り，乾燥後G-. M -カウンターで、計数レ／呻出李吝求め

f1. 3 わ， 7k『 IZ 穴共シン玄加えて後、 クロロホ｝レムで抽出しわ場合とオキシシーグロ口

応 9しム溶応呻出しわ場合と左比較し・た。
併 5 れ和締足 1-;J: 1) 河れも吋 6 珀血より抽出され仰め， 柑了へ 9 も｀最高のオ由出率 (95~

JOO%) 古示す。 2) 各元素肉 Iてつりて最高I/Jオ助出卒汀）洲範固りあまり差県は認められg n 

が', 5凡見 Sc, y篤t5),,,訊序互や＞アルカリ 1則へ奇 3 傾向衣示す_ 3) 1: 0TA,STPノ薄厄酸等

の鈍 1じ奇Jが｀茫存す叶しば希土顔元衷 let殆んと心抽出さ中もヽヽ。 4) 高い団 (>IO) ではりロ\"Zホ

1レムの場合 11. I~ 消ぶ蔑戸と 7kF との境堺 17.ウス膜左生じ') で叶l I二目的の希土穎元素が｀殆んど'

濃締る中てヽる戎象が認めら比た。 ::Wt 11'刀天シンそレ—/-ウ問分餅し／希土麹元素の 1k畷

ィ以抑コロイドカ＼護思）つに集 3 fてめで 1す租‘｀力＼と芳え 5 ihる。 弓向 IOC¼ 近 L のキ由出字否得

3 わめ l? I1 , オズシンの大遥剃；l農殿ガ‘,"で｀あ 9 ， これば遇剰のオヤう·ン松＇中 Ii生岡兎こで沈

妓するのも｀J で出 1z 希土難ォペシ＞ペレート枕｀随伴し， 二れら初哄 Iz 府板｀fへ呻出ク出~,

貯古有厳試荼 l-Z.よる如虎の我象洲あるものと芳え 5 れ 3 。
まt之， 9：冬媒の種類f';f暉酸エ今ル／ クロロホ 1レム 17. つ、 9 -z..歳詞しわ如余リ差乳は 6 かっ氏

B あ＇ 社中 l'Z合 1 れ 3 希土謹元嗅左分紐す 3 日的互刊茫存時 1でつヽ I 互種々錐イげ1 左

加えて上詑が抽出法亥玲討し「~. ：：の場令天レート奇I とし<- 1-;J:万ぺ 3 ンの佃， 7 也ケ Ill ァ

セトシ， T、T. A 苺 1tフ,, 7.,も椋‘討し／ 一組 11.用ヽ9 ；；れる瞑 No直l1)瑶盛抽叙滋してあ‘り •3 希

土顔り翠勤左比較し包姉棗 \Z ついて述べ｀:?.

A I~ 中止
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A 20 i,-,s-,山-95 ，，シ含山袖ば令角.,積h- 卜 1/ "̂ >止’1しアミ如―:r:自籐3 祭

L とII)'2.)

東北大・三塁 鈴木倍' 0 大森仇

1) ~"祖釦迂 Iテ合鳥 5名とし 2 たI..甲，， 5 屯 Z II つが“,"蛉ち日ヌ甚 11 万t T::稼令，7

それ伐各• 9 芥,,. しがし令知逹'(.tて一的 I：：和l 用ミれi T: }h I"-'" I 全石が・冷夕 I.:,.#
烏名さJt三践論し夕衿煩かわてれて 11 2 らじ”•望啄(.,,·..,1;，，，に釦遥，，4，糸侍七， ＂イオンの

在在叙＇狂•，呻 m叩皇が＇呼らが,~ Tiれ『れ比較紗労易/::.ギぁ 9 二とが‘t"き 3·

甚クユ量？ミン 5 甲 11. l A.3-t Iち近年叫呻幻品の仄ビフの勺昇ヒレ 2か Iミ研＇含す
れ 7,, 1 が＇，失 r= ;,"ら 19 ＝オ 7＂t魂呼魂命がら卜 I/ -t"ンジ'9し？ミ;;. (TBA) 吝用 I I 

臼虹I; l 襟バ約私J,ぶが＝オ 7" の石在伶｀岱 r：：フ＂ ？椋打を加えた 1)、~,ぞァつ”1 ，て今

国 11-ジ’'しつ＝l?'l I:::.?,, ?同 V’§ Iこつ I I 7 f,負乞＂桧ゎさりと土た，稚示のキ心血9 輻含 z" 17 

“につ" ? ~ま,,和家、"1とん.:;れ 719 EII 炉， ＝オ 7''.,, 噂合と同広が，合1i]も＃吐I”祭の
＂な 7 アク 9 -n れとつ"l-"ちつ”'”にフ 11 2 そ告眩 5 よI こち，た．てら,.,_ミれ
ら n 95 累を＝汀 7"のエ易合と比阜受し，釦＂抽缶 4tt 4手 1＝工I ヴ 3 :::..万 7" Z :!'Iレコ＝ウ々ク令

烏ヽ"“李1 "B旦ク知吐‘I全／二っ 11 2 "”…, 3 。
2..) ヌr-1~ 11 i.--Nb- 和 1::. 五雌4 t＊負店1Jo ;., ＝オ 7" をマスクし L允ァt今 9し？セ

トンによ,, :p袖"'@',,かふし，次（二為祗租よ I/ :t島芍湿匹出し 2 塩吋屯堵洟直駁(..,
ュ

t 。 これで界りかし“»喝頑t埠 9 t耳ヽ街に逢し ETBA ークロロ不（しムご含唸っ‘ゆ心 l た
名'::.の届祗祖の一定ft維と＂嗜匁が註箕('また I9 卓頑ーエ＄代 19 チ伍）ヒ 1 吟m
fむ邁厖中t"誌 I/ 享t"2 ·合象置允厖ゆよ1/ーを骨°i. ~ IJ,;エ／し型＇シンチしーシコンカクン

9 ーによ,, r戟 5 讀,,定しク配ttそ字＇りた、 Zr-9ら，，嗅9使 I::.. あた）てサ表枝種 Nしー？5 ヮ生か

1::.):. 3 峠美t,i C."たり 2r-95.iでク島fp 4 峠 1旬IfJ... 1九 1：：イ民用した。 E 不，穴眼,~ (0 :t::o.'?•c, 

2.~ !. o. ;•c, 4- 0 工 o.r;., '.::.工1,,. 2 ネ I ニナ今 9 た。

3) f贔直年魯靖がらのキ吐 I：：芯 1 I "t I笞¢んr,.れ＇来喝唐，，嗜令"Z,•9 も塩峡滉唐 9”'噌ぅと丸

9こが試tt 11 急甜 I:. .l:昇 L D. :1.-r-" TB.4-u z“lゥ P m 令た/:.呑可 2· 訊 'rgセーを 1：し z タ

訳tt,, ii→｀茶環凡，2 対 3 2 作 n 角をし 5 つ＇’'Z.み 2 ど lo1 P v~. 勺 CRCl) ，， 7→、1， l｀ばアミシ

＞鵞度がナ、マ L E 2 じ勾虻17 印 4 のる雑 2" 示され 3 。中司＂ 1,1’ 店（-; -i''た食該 1, 去 II Z 

””e trn Jヽ素イブ＞し屯棗イオ~ II)ニ皇，，知良 n ぶらわれ Z`’ ち 2 が 5 ／力匁ヽ紅T'墳
易 Z`'字t,’・ るこ"7,.,箱ぇ，，こ農内りち註雌ー屯 4ピ I/ 今ウ白苫紐み令ゼた尿 Iこ 7 112 貿緑1i ;;1;, 

こ L,I ，オヽ象イオ~ a:,ょが＇屯蚤イオン＂夕屠ぴt ....en,i吝古棟柘 l T＝り＇＂，＝オ 7’'9 屯令/.:,

tt^`'っJヽ長ィ，，.. ＂煤罰炉大そり n 字I,;,~ "I東＄ぃんう名底.., 4 -'1" ,;..n 呟に;.., 11 S 碑幻

乙‘‘ち 3 がら当然＇邁痒 11 .s't勧房，→灸蔦し 2 条t尽→埠杓互仄I こIi--うよう官恙、し巳

昆夕ふ量 P ミンによ 3 卓吋屎ヒよI IT 2 二 7 ?"ti)や釦禎..fl ,w 水桓が生叶'9 2 鉦戌イオ＞
が＇アミン項ヽc 幼 0 屯素イ T ＞とな項う 2 こじによ，I あ磁祖 I，，坦＆I ざwt'~う I=':.. A 鋒佐

,,, Tia琳桓／：ネ I II ？アミ↓堪4“いか 7,, "Zよりか定な銹條 l二な了と↑9 ふ-,;_ I) 。ゞ Iレつ→
A (/1 19 合，二つ I/ Z も，まt人t'叩g. 1J絆床可).::とづ”'が~' -;:.・と；； 9 -バ西の ,..,w ュ＝・ウ
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ムクロロ鋒体オ’"抽允てれ，，ミン環底q品， 1 とこ？が；オさら,.,_ 2.令多~ -z" ~アミユ 4”'拓9b

古 3 。 この担釦可砕なジ'Iしフ＝らム紐伶っイt'存吟 F 形 Iで 2vLOH)2.（パ本よが'Z叫6＝が＇

ぁぅぅ。 3 E ゎゥこれらの石為にレ？ ` 

却f)H)2 、+ 2Rば一 R2. 2r(OH)ュば千ナュば―

知さr(OH)叫4 + Rばご R王(OH) 2. u4• R ば

紅ィ伍）l,,山・屈＋虹ば合 R辺r ［年）2 山・叫叫

田枡、 I ：： ヌr u6＝ヤユRば＝応．gr ふ十ユば―

k迄,山+ Iミは.;;?> R2.i叫rl叫

如み山 •RU + R.以ギら2r山・ 2R“

＊栢 lこ本｀ ’T 3 ゞ lしコ＝ウQ I子＊歴イオンシ慮内のかな I/ -;:._ ~ <Iとニラヲ 2" み{fHJ-..'--tとし

で斥たしさら/;,,}t案 4 T.!. ジ落復が“ェ営す Iこ、た、，次の石応，が＇オ•も

ZrlOHJ2ユ...+ 2H十合ふ4++ :z.H..o 

ジ＇ルコ＝ウ (.1 （こフ 19 Z I フり D l:l.知石Ii)全か佗秘 Iさ,,、す c 3和5 呼牛-." (; 11£イオンとして

古荘可 2 南I 含，プとれ余呈六で（な（I どェロ定さル吝． またJ乙素イオ＞瑣度ク‘.、克夕大ずに 19 と

(3 7,"は加＊釘令阜全守蒻およ U`' 昏危 4本，，，全初） 1’”みられ往"" z 篠泰釦在ffクで“n 在す 3.

心の影寛ばこの条 9二ま111 2 も I I ちず‘2 l l, I司ー只＇紫:=fiぎが’I~ S/"丑t共，ミタ氏
曲雑('1 ®j,I知紐 I 大（二 ;II th. 3 4r知ゆにあ lI 手た勅もかれむ

シヽl （しコ＝ウQ ,I子＝ T フ“し／印林，ニオ項薙り穿動を示す六素がj\ I/ 央全I二守督紗た恥戎｀’＇オ
"“5 3 沢＇，>)<-桑 4 万）），喝羨 4 オ~·., も引崇魂度）温j育 E t"のf渭っ沢‘哨~,J I I::. #,た
のっ‘’不旺夕あ/>.フ I/ 2 逢当切I系仔 E ムらぷ＇ことが’常易?}'ts J.、 すなわちェ紅か与点が（テ

2...E°り＇，；；；あ係縣＾品六修/;f約 100 2•9 灰 3 炉，壌岐ー塩化，I チゥq渠合遠蒋-i."1'1令あイ尿駐

は｛れより大きくな,,, ~ t.. :...鈴,~逗盾g下 If'’れ（i‘令あィ斥忍 Iフでらに大そくい。 L づ'

L TBA-H ば一 Lば1 系i`'1つ西沢敷 I＝打可 2 ク紅c tt 1で；れ（うと｀’大で（な I, t一ウこ 9 今記迄

去臨使な食用幸として（利 19 3 9::.97 「09殷~"'j~ i 7J'",. ~ C)戻，J~/紐／ 72絃？ミシなt"}甲

｀＇れ 1ざ＇さらにt§荻か＇走 1 i''ぢ 3 う、

1) 金全木，大衷不j e 4 tケ 14 与全 CI'tb l), 8“{{.Ch が町・ら oc.~守“"キ臣名ら中
ュ）鈴ホ，下品；沖千 lヨ版知化恐も叶が合 (I?hD), Bull. Ch四・る oc. J呼＾”f”臼
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斧）A 2l T&-TTA 錆昔f本り子香秩亭涅へ.,今配（潜媒抽出り息這り研梵ーが栢）

免た尺和鱈師 鈴木信男．尺不皓 Iヽ針．尺希義．店杯f灸樟す．

溶媒抽グ、にあ•Iヽてぅ忽謀＂ ＄手尺 11'よ,,知良的，：：柿土t行うた....,,；；玲勾て竜偉でみウにもか

かわ 5..,.—．被抽ム令子ヒ：幕仕今J.,柑五it l用が蛸雌 2 いな"舌｀ 1-:: ぅ危媒翌丈q合現的差乎

がよえ 5 れて 11 r; 11 。そこで奴々ないじc..軟的鼻純なキレート呆t釦-~落復抽1<., 1こ1>·'T う

涛咲の女9 虔 I::..,’｀て森訂 U 加えて釆た。

涛七某ケ}., ym 砲 39e·¥ 直咲 9 特作l:- l てと 'I あ ,r• るl::-.栂坤公令｝とぅ界ヤ姜今}'？這
ぅ託，阜ムq籾亙咋 l刊 9 桂泉i::. I て叫によう介配 9 差 r説哨されう• L かし rd- 9‘- 5 ．；染姜.,

”中：搭媒令 3 、 Iいや戎追によ，てtみさらかな差 9｀・見；いる。和 5. 9`° うフ 4 ン長輯
と芳f沫長海V某 1• 1””屯 3 厖｝ q今訊 9= 9了了る各ぷが景しく｛喝向を東 I＝する．午 v ート青'l
(TT A). 今蚤キレート (T&-TTA),. っ•い必令毛）司杯~ f通（可が見；・人ゞ
本靱 11'設 (W) - TTA桐え、~ 1-: J,·いて茂いい釦炉某とそ 1 条冷戎滋 1:...,’｀てq史験絃果

である• . 

?へ• O ン；天，：J:.,砕威ウぅ;;:.しか｝今紐した”叶が(.W) tあ；かじゥ粒々の有和記某っ

o.o I MT  T'A ぅ溶痕，：：畑ムし． ：：れを和さ’j>H., イオン得、肩 O, j っ過9羞考酸アト ’1 9 • 9卜遠

未とふ, ~ 1C今艮キ衡,=直七しうた使．造』ゞ分鱗し．ゐ利" I司号tとり 1 ムをれtう工 9V

，イアシンナしーシ＂ンカウ＞ターて•日阜 nm') Lケ醗Ct°'- t!勾と。中術峙~ rけ 1”” 紙

rH メーターて奇l 免 l た． 実験瘍度 9 ュr.0°C と l k 。

．＂扶長仕9危媒で lit. へ· >セ・-;... 卜、....エ`:,. イ、1 7’ 口〇ヽしペンセ. -;.,・ヌ‘が1 と． ベン℃‘/

七·/ 7 口'"."ベンゼン． オ，しトジ 9 口、しベンて・ン 9 長 9') l:. I：：今 IT る:::.とが土朱ク・析市で 1 1=

如某今｝．9;呻i泥年ァ消 99 する 1= 1た，てg．故崎釈紐9'・ラ民少し．仕方で 1な箭方に比し
十）

てつるヤか 1づ阪少すう o ::. q卓 Itキし一卜和1.. 今戻に ..,II てみをtい合と蒻似して、•う。
：＾差 If::: "I二つ＾呆~,,でt字 9れが打乏｀¥・句そが亙にi!. Iこな，t.'..~を＾て• ＾うう。他方．

'`• 9 7 4 ン柔ういt·，で双和子".,増1lt1 9＝が 9 今祝釘幻肴し｀ t后 9D 了る 9.. ::: •ゐ索 9 四
*' 差につ II ても棟9打? •• 

ペ＞でい＞ーエ今、0, 7" ロマイ｝·来令魂碍矛で 1含エケ，しプロマイト”.,モ，し今・年。．『 Iこょ．，．、て
”巳定な＂を文（i.e. :t:. ~二し 9'•惚勾｝いと。 ニck.,,:エケヽ...:.1・ロマイト••今子 IP\.,広井｝能’年

ミの科互浮 I司ずへ： ＞て＞ tぅま合す 5 二ti：：、よ ’I 浅少し． ーう I二あ＇｀’て樟細土キしートな｝ ( 

Tf!.-TTA) とエチ，し．T O マ,j.,.'i:: "'祁配下｛司 It i匂i呈C'. }F lm 1 5 狂災であうう．

” 分 1 樟 T T  A., 仕堺．b某へ.,今訳

ャ• 2 恥 TT  A " ;呉合海経へ，介試も

-r 3 靱 TA-TTA 銹伍 99ヽ c ヶ•ン I~ 了、し午、レ涛戎へ，今醍

以ニケガr i叶会"f 10 与全 l I~ ヽ 1 、東負） 1-:: て発表
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A 22 ..,9Vキ IいJ~酸 Iご佼る希.:t.類元素の遼條袖出

故射練医滸総合研究所 呼田博行渡矛l ―犬

希二頬ぇ素9ず救今裂生成・物中曹季ち元素て,、そ"'化、辛玲注資 I” 殆んど’同じて＂あ 9 。その

相ゑ今蘊 I:: つヽヽて I i", イオン交換去算 9"研央ヤ水てそたが， 非tf;; Iこ長峙 Iii!さ孝す~.

教々,.,.喧媒や出法が若レ使之る花 5 屯矩肴It.)..,う古 Iヴ妃哩が 9 と考之た。特 9ら今土

獲元素の停か.,差さが 3 だ It強蔀l 't'’そ 3 こと， お•よi,:·ミクロ景～マクロ量 I：：わたって血

洞 9 う 3 ユしさ者鹿し，イオ、；交袂傘條袖出法tと 11 あずた。

薄I：：ヽす ·r)レキ IV リン唆が放射線 I＝吋 V tキ定であ 3 ユと， あ•よ11-''D.F. p~ら 9表

ぶ知今て D 幻 EHPA( じし孤サ如｝）伸叶し..tc:. aa4),＝依 3 希土類え蒙””ふ鶴
が’可育F て’'あろうと倉えて、 r' Iいキ 1レリン咬さ用、、た。 しか＂争態9 マ lレキ wIl ン蹟 I言組萩‘

が一足やず，例之 1が 0 2. EH l" A 中 I: Iかか在 1).,M2 e.. HPA （ぬ匹aaりL 徊呼）や＾ヤ
枷nc 心辺）が合されて、、,.-'tり精製 I”"箪：：頑謹てあ I] 実霞：：使角す 9 際、‘‘+、ヽ士
精すつこと、す殆んピ干可熊t”あ 3 のて＂，希·々 Iナ O 2 e H P A 中に合身水て、、 3 M 2 e H 

，， A が骨さ酬ぺっっ特叫 1：：両者さ今綸す 3 こと后く使用した。士として各種療度の碕酸傘

釆中't...,各元急..,今虻比さ臼ぺ，比較のたク 1→消雌 I) 今ウム，塩唆薄痕中て”4 行.,瓦

＊験去I含トレーヤー骨から 0.01 M .oi濃度が希土頬元素（被射Iほ詞位体て・ラペ IV, Lo.,, 

0, R鼻出，叫ほい、Q,ら，比，ら、下，）OJ aoIM~6 M碕畦噂痕丘』 k，あらかり
）司し・療皮の硝唆't.“前欠環した D2E l-l PA 叉 I丁 M2 e H P A.., トルニ-:.,(:2~%)津痕 5d

さ共袷拭瞭管 1: と 'I, 2.4. llil癖 l1 乗ぜ＇た憤両福よ＇） 1~が取 I] 出レ放射喰七噴’l史す'·
西相 ..,A鼈に 1す咬東：：応 v逢必器を使用した．

ト＂ーサーとレて使用した放射娃希土類元素ば、諭~入叙今＋りqともの力よサ B本原子力

珂斉所J' RR- 1 て’'中性＋紐したいの士fflヽヽ．，短寿今の核稽 17原巧で央瞭を行った。

トレーサーの統度、バ線痕高今祈，囀愛曲線革で樟lぺ豆

”I,たマ IVキ 11,']ン岐 9す， ＂化学二業製..,.:f,"',:•,.· D. fi. P..err~ ら0)すぼ 1: 従ヽヽス
紀やt釦示し和の七,· D. c. s知一ら 9 がれt心ィヒナトリウム和史曲線より練度豆9
が法）が v·叱のイいが渋よリ M!!EHPA の合有量も吠めた。
+d緒果 D2 e.H P A 中 1:. M 2 e H P A が合う収 3 と， A沢比1古 02 E H P A の年9 咤

よ＇） 1-段し大与< t-T 9 が，卓可釦紅 3希土糠ぇ索りA翫比←羞 Iしつヽヽて、7,,1ヽヤ↑叶直

が得らII'\. t:. ~かし危がらカウシクーカーレシト渋t:fll itすれ 1r，雄ゑ今饂9が可散であヨ

ぅ．
今比疇碕峨漂度 1＝依 5彰埓ヽす，各元年共洲岐のラ東度が.,117 、ヽ粒ふ沢比 9す大きくわ 3.

又有様相が確唆,~飲い並袖出で 1古，更に大そ斥今沢比が得られた．

釦 D. P. ~..&t -.L 了． Itt.吋• N叫．山..,... 4, 記（ I 'J$''1）
髯2 0c．如W…t ad H.u.Cv＾ヽわ Ll 了．如．山,m. Soc 叫 ""'l (1951) 
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A23 テクネケウム＾ジヶ、）●`ン准．

日本 T す 96柑t?'f 丘森品た切 りn勺·含肪釈勲

ジケゾン 11-柑々の全届ィオ.:.,,~対するキレーい瓶K かl とし-z. L ti｀し斥序 lヽら,t1. ~.ジケ
ソ，•ンがっくみ元f ,1約l-D Iり ‘9 粒告さ,ti..'Z, Iヽみが'‘，テクネケゥvi,:っ II て（材李司a 音がな
か 9 た． しかし． テクネケウレ，打釦町多長のず屑直 I：：：居ずみ元表であ,. ~y\,,と m校＾マ
ンがンがジ,.,..ゾ｀ン堆五っくみことが知ら几て 11 る＾で、テ'}ケうムも也うな条件下でジサ

ゾン塩t lfるので 1'1-ないかと予岱 5 れた． 辛研俄 I; ぁ．,, "l.,ヒドラジンャ屋 9バ嘉fJどり』．

“’l ドよつて且．元ぐれ T；テクキヶゥ u が、．I“"反水浅衣 9‘h 、 9p pイ• Iレ U ネ r:Iで匹 1知I t:.
炭甚＾ジサゾン洛滋 1:. ,t易 I~ 神出マれみ：：とがわかった轟 ざり1: このi... "'It序紐氏なりが
，：平衡克虹 l.._...,,, '1. i‘"とし rこ．

戻騎；沼·

ク青＾ジナゾン屑訊海和手 1本 1危＾テクネヶウ “-9f t含む B切知k 湛液と 2 ＃祉吟 I;
頃 'I 令にr；のり， 和漱層t同じ位m;,K ふ知 7~ ri)ス？うつ＂し 1,. ~り 1:、 i laD I; 1本
たん括り令也 r: ^ 9 ，り A., 丼青t tt反旦l: I:9遺さ乞て両Aのテク｝ヶゥ吐乞打但 E 湖l
克レ T=. "X層 n ウウント粒わI'-層のクウント放叶I J.今祝比は［計算した

業統討昂とえ焦
／テクネヶゥしジ 4 y＾ンtL" 99 阪

テクネヶウ u Iなえメのヒド｀ウジ｀ンを含t•(J.Iゲ印祓水湛液 9‘ りジヶy＾ン•9 P o 不 Iレム（手

r;1っ m tLit.炭子．）,. ~i-'知~ (抽もJれ E． レクし．水店茨 Iこヒドうジンが＊含拿れ1l、 T;.
I‘ と 9tんと1Dを．マト冗い． とれが9 今匿と比E ゑ l l：ネした． ヒドラジン＂ハり 1; 璽鈷全晨
し這ぇふ1 としてる交力であった しかし． 『鈴 11-そいB りt•よび，それ l：含字卜み打氏が
りl えり釦）が‘ジケ、）．．ン 9しtつくみゥ・クこ＂戻競I: 1 位冷で仄み． ゼト飲和了危t:· 11 豆狂l
としてヒドうジンを印 II r二．

表 1 柑々が条件 I~. 1.‘ける以位

令磁層 ぐ水屯層 品元『II や

比Di· CHCl:, I 0.1 M HN03 z% tドラジン
. 
27.3え

(9XIO力n) . 1 •. 
ク が 90-3

Hi. D1.ｷ C C14 { o;IM HN03 ヵ％ヒト・ぅづン え•I

(MXI;5M) ．ク . 3．ヽ,11/()-3 

CH ct3 〇`IM H'ー'O, 勾ダヒドラジン /./x (P --I 

C ば '' り 7,ZX /o-Z I I 

一方お様息t/1テクネヶゥし I”r%
の過続化水手水ス・ 3冷t釦 dlH印
蒻水潟求I, J!沙出 r がみ． こ" 9 戻

から這元杖｀態＾テ？ネャウ or吋’‘“
ジケヽJ．．ン填tっ＜ 1:. とがわかっ r、‘.

g元t,1 f含t•I).J•M [9戟＊がりの
テクキケウ LI /1:ジ午ゾ｀ンをぅぷ令ヽして

t.1 な l、ク P Cl す｀‘し u ，ネf; 11-IYJ f&ft. 

名手と碓り合わ也T：力＼‘窮んと｀｀未屠 l:

とどまつ r：． ミ＾と々の Mi直しゑ I I：ネし r；が，たとえ這元ぱ 9さのオクネケウ u で｀ h って
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も肴微ふ杯‘りで｀＇1,柚出マれ几ぃ：：とがわかつ r:.

“埠碍か＾シ、サソ＇‘ン濃役をー乞（9．以 IO-l.n) I ：して玲酸濃頂t災 Itマ也 r: 1い， テクネ

ヶわり＂分貌比 n ゑスの妙< /: r；り． ;;" 
ゑえ 総濃危虔化，：よる M i直 ＾松ケと灰/: ~（直,,.念 I、かしてくみ． し

臼 HNC3

屈 “ 38ｷ 

ぇ

(t.,8ft 

I ~.• 

I&?5 .2/. 

ステクネケウ U ジ｀ケゾ‘ン 1位の紐威

o./ 

3S.g 

r~ 力＼’って、 合禎段 (>411) (71研的で 11 逆ゆを，

ざ:\'I- i. ~れはジしソ｀｀ン r届ドみら卜 1 -屁

的 ri-fi't缶の一つであみ．

恙名らの一人 1本ンだ., ?/1)出平街(9) からすで 1；つが‘^ :’｀とく知） r 専ぎ出していた．
（有檄i) ! （？いた層）

紐］．．肴微層り＾ジ々')’‘ン＾“
Fl 、 8 ;江

E ：抄公車（E= 咳令/rd)＂比）

□]]]]//9::：入ゑt.]]]:  

:~~I 亨゜rCHa3ad,lu吋／［ニ

砂＝閲＝ H1"+ HPz- } (l) 

M(HDg)；亡れ鴫）と＝ M”+ 1\.(HP2)— 

-1—’’ 
E. == fl-t B (Hz Pz)、 (2) 

3 平衛定政

ジ今ゾン抽出,:ち’91 て，つす｀‘の袖と手が角ぇろ． M”十叫(H... ~）。/!=!. (M(H ~）ふ→Hヤ

t = (M(H 叫。 (Hりz=Ki:'4~ど＿
(M....,.) (H沙z ば (Hえら）：

この平術£孜 11-ち" k うドかみ.,,,·; 石巳＾凩

(H2叫，／および⑲,i戻りれ位であ 9, 1 吐屯の
よう l: 2 とiとめられ r、・(It 7:·え伍たtぇ｀ A る

しとが出まる． しの方法でた 1紅既そb ^ "るジ｀午、I‘‘ 遠 1こつ 1試分 r; ^ h , オクャヶり A n 

ジケゾンi盈 Iw世印し、 屹のた 1函そ禾＇めみンとを以み r;;
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ｷA'24 榛Q 1叫g，くよみ紅C りうンの照、射

B 尤袂1”"し祈石 K 島紅け、"”：甚大 い往す

天然ウうンをあj:.'7-- Iレ牙｀／のか‘ンマ線1:｀！せ、肘イ h と．名とレて衣、ような枝反応が

起る．

叫］（'¥'-n）叫I マぢ；—i~7Np 

巧（｝，p）.l3?Pa ったご呪97t1

r o （が， I) FP 
知扱レヤ、ウうン一ン97 、 7• t2トアクケニゥり一 >37 Iな． セれを札ベータ廂填し． ネっ...,：：：：：

ゥ u ->つ 7.‘ り；；ン一＞巧）と riみ．

B”1 叩圧 1; ぁ h 線梵 11四豆居を印いて．如止ざ幻r~ 尼チじ‘`,....ムもり念の？ンバ｀
ータード仄て，＂滋射を戻生ざ乞みことがで 3 み， これを/f I I 't, j::.ドしるし r: i支反応
“とさ¢. 生じ｀ f:ウうン→3?, 7'P トアクケ：：：ウムー >'7 およびそ＾廂壌屯松が
ぁ h ネつ’‘‘I ニウムー .,.,7 ~それ苓、れな鮨確様すみこと£訊み r.:.

葱、射沢料,~. .:rヽぅ §§(H，比）と' -:::麻｛ヒウラン（天然ウラン） とを細く <r;'‘ ぃf＜使ベレ

‘‘l I- 1：つくっ r： • ＾をほう．ぷり絨と:::.蒻 1とりうンパt 11, 10 ~ I 一国，，照、射骨庄へ·

レヽ7 ~ 1: して． LB グ‘うム狂襄であみ． 殴、わば しんち 9 ク製＾冷者？餐乎 I:)K 劣 L fJ‘がり仔
ぅ．？、狂．射争｝キ 11:.芭すじ‘’＿し I: つ 1, -r.. 1fMeV 

3？叩（平切、 局l"“f l：レて約 10‘r/侃←で｀，
311寺固程展であみ．
熱射9度た r：●｀ち,q"料を忙1 99 して． 7' p卜

アクケ-;::ウ h- .J. 97 るとみ；； ～とがで• 9 ，ゐ． 久

量の？＇ P トア''r：：：：ウム―..2 9?..,.,,. f昇ら:1-1-,¼1.-11,ｷｷ. 

こ"'tt 1: よって、 キ？ 1) ャ、つリー，，ウラ
ン―..2 3？卜し一 V がえられみと角えられみ．
照射終了後抜9存頂し 1・かり． i式科もだ＇環

して． ウうン 6 今飾翡騒する''と， ミリキ 2')

-. ガーダー、ウランー→？がえりれみ． し
~ 11. ~ぅンのトレーサとして． ウう、ノ―ン33

よ 9 "f l 頂 lいl なもので h り． 1 r；紅砂I JI) 
で｀ 3 ゐ暑である．今餘和募滋け、~,.,;.I 1: 令

1. 
約toP 、 ウぅンを放星してベータ屈壌名

坂 9" であみ． ネ 1‘‘7 ニウムー＞97 tりうンか・

りな紐す h ことも試み r(.

照月＂の 00土ナ H1 BO"" へ°し、・クト

l H N^oH で‘. H 3 B 04 ととかし去み．
I 

熟、 9K で (J O2 ど洸ぅ．

Jo,. 
I 

少量の 濃碍蔽 I：と1J‘す．
l 

飩国
I 

し.t! HNP'とする．
I 

r 
水初 (FP)

H メ 90

—— 

.2. li HNO, 

水二

夕％ TBP- 卜 •11..-エン
J 

l 
屑欺初（ 0， 2r-Nb よ一．）

J 

1 
有校相 (U)

ベンゼンで I Dft l i令昂尺

未和（U-)
I 

ベン'll..＼ンで：もう。

ゥ↓以滋液
凪 .,..1
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A 2'i ”茶技迦科（半叩旗樟声科） ＂＆集 9へ旦

8 本原手力日いh 0 小林〇＆ 三島＆大皇本 3 良

下 III 給,..... ~本寛

u o:t一呈鈷今数知お危科（半内坑枝逸耳）パ於てf亥今拭.,液笠じる F. P．ヽa, 黒夕t中、く反

貶椅杖 1 れて方り、石肖敗洛糾では庶島，消庶tず比杖的お知呈鈷中，＇こ和たする：ヒが知
られていた．惰 l tがり状、々が、れ 1 で＇行つて采た半均穫燃粁q再処珪（丸象に衣，靖殿

珂科）バよると、 F. P. t;,;:芯~ 11 加釦L丸、てとつてた主くたら 1 八み：ヒヵ、＂わかフ 1-:. 、

し 4 楳なう哀 11ヽり鼻処涅t行う珠、往に対して F. P, t艮鈷中,-:吝丸ヽてtじめて下｀く方シ広と
研洸した。

文稔をけう 1ヽ，，r-:..,て．先す••皇経叫、 U 0浅位， u 0ュ民が呈鉛 9 湿令比耳t各．々羨．iと 9
てセて四知炭集がスて•塩柔1しtけい．反え滋9・皇鉛中，，， F. P. 戎存卑ぇ来めた。又塩素iし
し平けt 7.腿i手 r· ^.  E肖映勾tによる F. P．烈＃卑 1 調へいた．てら，て、鼻込和一方法'c. L 

?、 9 ラン涯化物"I*£以下で塩集{(.と行い、該水·. ~肩磁‘シ峯咲．,~ ~つ？ウぅン'c.F. P. " 1,-' 

離直＇み 1-..;

umばすか 1 て 9 3 国厘子力‘"免息合祀表会て“姐差 L: r-.. l e,と／同じも 9 t用いた．tp
ぢ石羨バ戸心度（穿x F) 中 1ヽ玲末にした試料か翌ミ，Y管状｀竜気t} 1・日ぇ． 7,レゴ｀ンがス
,、ょ., ？送られた cu..ずスて・塩集 1乙t行う•ものをみる．
寛_It.,序弓瀦條叶 Iいい血，） 2• ある．

A :良玲試叶珠iキ B: 裏験珠1牛
UDa：星鉛

度鈷粒4と UD乙杜位 澤合比 ぺ叫比直 反た遇．良ぐe)-·· 100~ 『OO 碍闘t湛浪••• 7 ^名

90ノ り I : ~ヽ，・'I~.i.o 反辰叶閑—--、m雌-·~吐ぶ. 2~d以仁
I : z.f 

3 ̂  I ル / : IO , 湛料跨閑. ;.... 2 叶9月 Ar 衣董．．．f"· -10"""/ • 
史験り夏序は三かな,..,,,.叶，攻ヮtk ヽ：して {79 た。

/. 塩集i¢法： 翌射埼み半内f真氾科り塩集にとけったヽ反、莉釦したウぅン九化キb t呈位以か

紅 L 、~,-;皇鈷呻＂玖＇記9 1 4 呈．F', P.我喜卑．置鈷社4しか里にバ又射位和島、”‘'1 謂＾｀た。
:z. 、肖紐某倉平~:昆射冷み"“手とん紐中で加m ，弁却使碍玲喜速 C90~/00·e) ?“逢
観し、鴻凍ヒ呈紐t t介紐 L て各々 9 F. P. " (- 0必夕『t痢定した．

3. 低湿t"こi迅： •うぅン必 9“'., 斗ヽ豆 (3p•e) 以下でシ皇集ft t. t1',、`シこいかてつ II t軽
水且が有湾溢剖匹峯孵 L 、オ過t｀千った4に茎鱒したウぅン噌呈佐,-;.残..トウ 9 ンtん々比

色足量t行う一方、{1!.,方衣\:..同孫、 P, P. "戎1定 2 行った .. 

以と叶表が母f"/Lが方玖 1- 史易知ヽ可 9ヽ之 9 キ羞 r‘‘サ累．と 1い．
I. '&肖紐シ＂躊知項41L ?“星．e紅追 aoたりも0) /'t高温（~c.)でもJi, P, If.む知·[ I9 ，丸
合比（こt.,ても養ft,iな"が‘、 3 A., もq (¢湛令•J:t.瓜硲監凡りも増がた 2, 、.

:z. U 0:,. 粒．位 (aA` 2 、、も 9 がF. P.心Z“んの統果9ヽ●●にく太t 19 ら．

3 、 塩集紀（以必）＂経泉 1` F. P．迄f~物直水C90~l0().e) で；U繹1 七乙も 90Z 以と黒tとに判l.

+. ィ立丑泣毒 1t'.. It反応給1 位ウっシt絃久で汰絆す｝とt.,“欠年い5ス以..t.し.,.、 3.
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Aｷ26 パ倣 m液燃科（和勺集桟寮料） 4祀気他恨的面処裡

・日ギ庚}.•カ研究折 〇三島苔衣鬼苓 9 実．下 991総ームキt.

照射わ U O.z—望．佛ケ扱．系秩恣科溺知理珂兒の一環ヒしt環氏it.. K S 3 竜文化浮的両

．：知痙 2 行っで。一綾K““"t広行う K 石た 7 1 ．へ°レッ}-王あら入し＂埠砕 L 1 万•く
吐可｀あ 3. ~ "'麻T沼如痩し行うミヒ K d 9 t．うラシの厄杖索て伯J:::. l,.，又用汝遠
す 3 裔闇遠隼以）。へ. I,ットバ算砕 k W ：ハ込種々 d"食い行ぃ叙告しtへ．．ぃ↑八

公ゑ仔T“““吝ら人百＾つt・＜うぅ直出 k I旬J.-て 4 も々咲隙乙行っで公‘．礼へ卑昂

煽釘、 S ｝希錐法元贔オ裟ヽヽ：とい嫁っ衣。傾庇年サ速aAに'-.転と釉よ，， 2使社
払ぃ＃げ 1 輝＆行., 1 床衣-w.·.：：：礼ら乙ーワ K 'ifと”玄腋操作り｝笥も{“"りとし＊の
心久化浮的オ私であ 3 。

キ戎ヽ｀ ^• v ッI-'!電極しレt這屯． u o.. 乙熾妃し乙 U ばとし碕酸淀液中に折出さt 3 。
心直祀でることに 5 つてベレ... /)-4 得応以．こ，，：：：：..., 4長作吋渇 K ―い県稽守t厄
れ｝イ＾•各長t·あ｝。

＂漢置、っ．＾°レ-,)- K極咋tみた＾．灯雀は“い用いこ成撃途丸啜瑣しt。度置
に 14滋 ”(I n ＇，，元＾ちJt.. J ~·.,4- Ji) II/実蕨直．いた "'9 次→多か•あ 3 。
I. が輝乙叫酋／ 9濱の：：：ウI';~'1.が釘 r.Aりっリtmm 、対極ぃ追., 4澤哀
是？つけt、~ "'l". 血免 K‘よ 9 1U ぶ＆が国へ祀久的に菰哀？ tうえ知·ぁ｝。今噸置
K 炉）要敷絃果召t•直ふかけ F 4 召）a が省嘩ォ 3.

2. r っ・＼ `R\. !/心＼ぃ二つり 1. \-4筒＾広斧るグラスブイ...,, - I:.し，打極ししtこ
れ K 免ぁ 9 匂を復 e 打し●●上み．へ•V っl-ワ内笥に蓋―`t o ガうス 7 4,... 9 -乙筒いらt
't. K r 戸、利樅茄液し重粒ヒりラわ過t可無 K a ｝今t目的とし-f,..

3 ．咀餓符t ／ウしし宏斧k^° レゥ｝篠乙翌 3. Y 4 .,l::..斉 k 灯極サ旋置しt 4 の 1｀み 3 。
2 ハがf遮操作と左＜、 X•l複レ•k 4 ぅ 1" ，，.'.得叶，窯出 4 h t対祢しレt羞翌 1" み｝。
寮蔽乙行うにあた 1 1 ＾抹保件5 次這L') でみJ.

＂既料俄件 ＂蕨嬌件
I. AO し...,ト

!2..里そと (uo泊心）

j.竺雑程
4. 見孫·叶 1t.1

が咋直．術伶件
I.~ 咋｝愈度

2 塾出力

3 翌伽漏痢

4 冷広？喬的

k ゞ． R.{<-1 億）m

3D-ゎ。'II`
yけ

犬を及が').._..rt
天袈 人追

」.I)29.2 I. 、t. o．ュ．

＼．便印愛淑

2, 泥灸然笈

1. 彙，圧·

4. 碕讚凍笈

正浪及び史浪

< ~I  A"'"'t•四2

<~ 4りぷ．
e M /｣. 

3 X IO‘Iれ ·e涵→• Se6‘ 

J-o kWH 

I'\.\~~w吐s.

1 ~ 100 訟甘£• / 
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＂度ゅ千衷 4 紐年北V. S フ 1 行った。表スらイク 3 芥 K. ^’レ、‘/)- 4 嘩吐名エ.&,0·負の
面よにつ＂ ？行"'こ今続采エろ乏浪につ I9 t ＾安抜オ行っ衣。

史蕨法 祀． 沢 ^°しプ海住 蜜ふ討皇 解改‘序戎 u a. Fや
炉必 Yo. 忠以．芦·

A :l)C. 十 天色‘、 極良 q4 t.t-

B 1) C. ヽ 良 68 qr 
C A C 

^ 
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A 2'1 黒鉛中に捕獲された核分裂生成物 X0-155 の拡散

一照射量による変化ー一

日本原子力研究所 矢島聖使 市披純雄 岩本多実 柴 是行

黒鉛二酸化ウラン分散系燃料において核分裂反跳により黒鉛中に捕護された核分裂生

成物の拡散に関する著者等のとれまでの研究の結果次の諸点が明らかにされた。
)
、
`
’1

2

 

黒鉛中に捕獲された核分裂生成物は硝酸等の酸処理により溶出しない。

拡散の等温曲線は初期の ra pi d dittusio]1 とそれに続く slow d iffus ion の二

部分よりなる。

3) 

4) 天然黒鉛の加熱曲線はスベク

1soo·cまでの温度においては天然黒鉛の放出量は人工黒鉛のそれより看しく大きい。

トラムをなし、各々のピークは黒鉛中に生じた欠陥

の捕獲のエネルギーに対応すると考えられる。

までの各温度におけるキセノン放出の活性化エネルギーは単ーではなく5) 1 1 oo ｷc 

約 20~80 W/mol の間の蘊々の値からなつている。

本研究においては、黒鉛中に捕獲された該分襄

生成物の濃度を2.4 X1 012~4.4x10"/4 

わたり変化させて、

加熱曲線の変化を調定し、

セノンの拡散を考察した。

は Brookhaven

Graphite 

N&tional 

の範囲に

X0-1 55 をトレーサーとして

黒鉛中に捕猿されたキ

8.6X 1 014/eil以上の照射

Laboratory 

Reac t orにより照射を行った。

の

天然黒鉛中に礁蘊された核分嚢生成物の濃度に

よる加熱曲線の変化を図に示す o 核分裂生成物の

濃度が増大すると ·11 o o·c前後のビークは増大し、

それ以下の温度において現れる各ピークは低下し

た。また各ピーク 0 高温度へのシフトが見られた

5 00℃における炉内照射試料および照射済み試

料を高温において anneal した試料についても加

熱曲線を求めた。 また中怯子照射を行った黒鉛試

料について~ stored ener gy,竃気抵抗，熱伝

導の瀾定の結果を参照し比較考察を行った。
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